
いかにしてイデアの群が成立したか。および善者
について」VI-7-(38)

1
1 かの神もしくはとにか
く或る神が魂たちを生
成へ送り出し給うた時、
「光を帯びた目」を顔の
まわりに置き、またその
他各種の感覚のための
器官を授け給うたの
は、

7�だが、い
ったいどこか
ら神はこれ
らを予見さ
れたのか

2
1 だから、こ
の点からも
人は、英知
の本性を劣
らず学び取
ることがで
きるであろう

1 というのも、それ
をわれわれは他の
何ものよりも多く見
ているとはいうもの
の、それでも英知と
いうものがどれほど
のものであるかを見
きわめるには至って
いないのだから

3
1�とすると、彼
のためにあらか
じめ思慮をめぐ
らされたのだと
考えて、どうし
ていけないだろ
うか

4
1 そこで、この
難問を解くため
に、もう一度、根
本から、かの
（直知界の）人
間とは何である
かを把握せね
ばならない

2�だが多分、そ
の前に、ここの
人間とはいった
い何であるかを
まず規定すべき
であろう

5
1 とすると、
人間はロゴ
ス（原理）で
あって、魂と
は別のもの
でなければ
ならない

2�しかし、人間
が（原理と魂と
の）両者の複合
物、つまり或る
性状の原理を
そなえた魂であ
っても構わぬで
はないか

6
1 だが、いった
いどうして、あの
より優れた魂の
内に感覚能力
がありうるだろう
か

2�いや、あ
の感覚能力
は、かの所
にあるはず
の感覚対象
に向けられ
ているのだ

7
1 しかし魂が堕落し
て、より劣悪になった後
で、初めてけだものとい
う本性を形成するのだ
とすれば、魂は最初か
ら<牛や馬を作り出すで
あろうもの>であったは
ずはない

8
1 それでは
感覚能力に
ついては以
上の通りだ
としよう

1�だがそれにも
かかわらず、馬
その他かの所
の生きもののそ
れぞれが、この
世界のものを顧
慮してないとど
うして言えるだ
ろうか

9
1 いやそれでは
ーーとだれかが
言うであろうー
ー生きもののう
ちでも価値ある
ものは（かの所
に）いるとしよう

10
1 しかし、ど
うしてかの
所に欠陥が
生じたのか

1�というの
も、防衛の
ための角
が、かの所
でなぜ（必
要なのか）

11
1 それにまた天もあ
らゆる生きものの本
性をさげすまないと
言われている（『ティ
マイオス』
30c-31a）

12
1 しかし、わ
れわれはも
う一度こう
言おうでは
ないか

1�われわれの主張する
ところでは、この世界は
かのものをいわば手本
として存在しているの
だから、かの所でこそ、
もっと先にその全体が
一つの生きものでなけ
ればならない

2�だが、つまら
ないもので理性
を欠いたもの
は、やはり、どう
して（かの所に）
存在しえたであ
ろうか

2�いや、彼はか
のものに即して
いるので、彼か
ら何かを取り去
ったり、付け加
えたりする必要
はないのだ

2�そして、
馬の原理も
馬というもの
も、本性に
反して生じ
たものであ
るだろう

13
1 なぜならヌー
ス（英知）にして
も、英知から出
た魂にしても単
純なものではな
くて、それらす
べてのものが多
様なのである

2�しかも単純で
あるだけ、つまり
複合的でないだ
け、そして始原
であるだけ、活
動であるだけ、
それだけ多様な
のである

14
1 ところで、英知的なもの
を例として用いることによっ
ても、英知がどのようなも
のであるかを、つまり英知
はモナス（単子）のように決
して他者とならないでいる
ことは承知しないのだという
ことを知ることができる

4�というの
も、君は植
物なり動物
なりの、どの
ような原理
を例にとりた
いか

15
1 とすると、
このような
生を

ーー多様
な、全体的
な、第一位
の、そして
一つの生を
ーー

眺めた時
に、だれが
それの内で
生きることを
歓迎しない
だろうか

16
1 しかし、だからといっ
て、この多様な美しいも
のの内にいつまでもとど
まっているべきではなく
て、これをすら放棄し
て、さらに上方へ突進し
つつ、歩みを映さねば
ならない

2�ただし、ここの天
上からではなくて、
かの所の天上から
出発しながら、（か
の世界を）産み出し
た者は何者であり、
どのようにしてかと
驚異しながらである

17
1 しかしど
のようにし
て、これら
（諸有）が彼
の内にあり、
しかも彼自
身であるの
か

1�これらはかの
所には、つまり
満たした者の内
にはなかったの
だし、他方また
満たされる者自
身の内にもなか
ったのだが

3�というの
は、英知が
まだ満たさ
れていなか
った時には、
彼はまだ持
っていなか
ったのだか
ら

4�いや、何
者かが与え
るものを、そ
の者が持っ
ているという
ことは必然
ではないの
だ

18
1 しかし、英
知の内にあ
るものたち
が善めいた
ものである
のは、何ゆ
えなのか

1�それぞれ
が一つの形
相であると
いう理由に
よってか

2�それとも
美しいという
理由によっ
てか

3�それとも
他のどんな
理由でなの
か

こうしておけば早めに見
たり、早めに聞いたり、
じかに触れてみたりし
て、或るものを酒、或る
ものを追い求めるだろう
から、彼らは安全であろ
う、と予見し給うたから
である

7�というのもそれ以前に別
のものが生じたが、感覚の
欠如のために滅んだので、
その後で神が、人間や他の
生きものがそれをもては災
いを避けうるであろうはずの
ものを授け給うたというわけ
では無論ないだろうから

10�それと
も、だれか
がこう答え
るだろうか

10�生きものが
熱さや冷たさや
その他肉体を
苦しめるものに
さらられるであ
ろうことを、神は
知っておられた
のだ、と

11�そして、このことを
知っておられたからこ
そ、神は生きものの肉
体が容易に滅ぼされる
ことのないように、感覚
する（能力）と、感覚が
それを通じて発現する
ためのの器官とを授け
られたのである、と

13�しかし、そうだと
すると、神は、すで
に諸能力をもってい
る魂に器官のみを
与えられたか、それ
とも両方を与えられ
たか、どちらかであ
ろう

14�だが一方、
もし感覚を与え
給うたのであれ
ば、魂たちはそ
れ以前には、魂
でありながら感
覚しうるもので
はなかったこと
になるし、

他方もし彼らが、魂とし
て生まれた時に、すで
にもっていたのであれ
ば、つまり彼らはまさに
生成へ行くために生ま
れたのであれば、生成
へ入ることが彼らの本
性に結びついていること
になる

17�とすると、生成から
脱して直視界の内にあ
ることは彼らの本性に
反するのであり、彼らが
創造されたのは、ほか
でもなく、他者に属する
ため、そして悪の内に
あるためなのである

19�すると、
あのはから
いとは、魂
たちが悪の
内で保たれ
るためのも
のであろう

20�そして、神
の推論がそうい
うものであるば
かりか、総じて
また推論という
ものがあったこ
とになるだろう

22�しかし、
その推論の
出発点は何
なのか

22�というのは、たと
え推論が別の推論
からであるとして
も、推論以前の一
つあるいは複数の
何かに基づいてい
ることが必然だから
である

23�では、何
がその出発
点であろう
か

23�無論そ
れは、感覚
か英知かで
あろう

23�しかし、
感覚はまだ
存在しなか
ったのであ
る

24�とす
ると、そ
れは英
知であ
る

25�しかし、
前提がヌー
ス（英知）で
あれば、そ
の結論はエ
ピスメーテ
ー（認識）で
ある

25�とする
と、いかなる
感覚対象に
かかわるも
のでもない
だろう

26�なぜなら、それの出
発点が直知される対象
で、それの終着点も直
知される対象であるよう
な、そのようなヘクシス
（能力）が、感覚対象を
思考するに到ることが
どうして可能だろうか

28�とすると、生
きものへのはか
らいも、また一
般にこの世界全
体へのはからい
も、推論に基づ
いて行なわれた
わけではないの
だ

29�というの
も、そもそも
かの所には
推論が存在
する余地は
ないのだか
ら

30�そして、（神の）「推
論」と言われているの
は、すべてがよく整って
いて、仮にこれがもっと
後の段階の事物のばあ
いだと推論に基づいて
整えられたことになるの
だが、

ちょうどそれと同じよう
であることを示すため
であり、また「予見」と言
われるのも、それがまる
でだれか或る賢者が予
見したかのようだから
である

34�なぜなら、推論以
前の段階で生じるもの
でないものにおいては
推論は有益であるが、
そのわけは、推論よりも
上位の能力が欠けてい
るからである

35�また予見に
しても、予見者
には予見を必要
としなくなるよう
な能力がそな
わっていないか
らこそ、有益な
のである

36�なぜなら予
見は、「あれで
なくて、これが
生じるように」と
はからうための
ものであり、この
ようでないもの
をいわば恐れる
のだから

37�他方、こ
れのみしか
ない所で
は、予見も
存在しない
のである

38�また推
論も、あれ
の代わりに
これを選ぶ
ためのもの
である

38�だが、
一方だけが
存在するば
いには、いっ
たい何のた
めに推論が
行なわれる
だろうか

40�とすると、単独
で一つで単純なも
のが、「あれが生じ
ないように、これを」
とか、また「これが
生じなかったなら
ば、あれが生じたこ
とであろう」とか、

また「これは有益で
あることが判明し
た。そしてあれが生
じたならば安全をも
たらすことが分っ
た」というような繰り
広げられた（逐次的
思考）を、どうしても
つだろうか

43�仮にもったとすると、か
のものが余地したのである
し、事前に推論したのだと
いうことになり、そして初め
て言われたように、それに
基づいて神は（生きものに）
感覚を与え給うたのだとい
うことになるだろう

45�とはい
え、この与
えたというこ
とがわれわ
れを極めて
困惑させる
代物である
のだが

47�いやしかしいかなる
活動も不完全なもので
あってはならぬとすれ
ば、また神に属する何ら
かのものを全体的で完
備したもの以外のもの
であると信じることは許
されないとすれば、

神に属する
いかなるも
のの内に
も、一切が
内在してい
なければな
らない

49�それゆえ、
生来のものもす
でに現在のもの
として存在しな
ければならない

50�だから、か
の者の内に何
かが後で生じる
ことはなくて、か
の所ですでに現
在するものが、
後に他者（この
世界）の内で生
じるのである

52�それゆえ、生来
のものもそこにすで
に現在するのであ
れば、それは後で
生じるものに対して
あらかじめ配慮され
たものとして現在す
るのであることが必
然である

53�これはつまり、
その時にすでに何も
のも、いかなる点で
も不足していないと
いうこと、つまり将来
においても何も欠け
ていないだろうとい
うことである

55�したがって、一
切のものがすでに
あったのであり、常
にあったのであり、
しかも「これはあれ
の次に」と後になっ
て言うことができる
ようなふうに存在し
たのである

56�というのは、それ（神の
内の一切）が引き延ばされ
て、いわば平たく一枚にな
ったならば、<あれの次にこ
れが>を示すことが可能で
あるが、実際には何もかも
が一つになっているので、
それの全体が単に<このも
の>なのである

57�つまり、それは
自己の内に原因を
もつものなのである

3�なぜなら、われわ
れは英知が<ホテ
イ（であること）>を
把握していることは
認めているが、<デ
イオテイ（なぜある
か）>を把握してい
ることをもはや認め
ていないのだから

4�あるいは
認めている
としても、別
のものとし
てなのだか
ら

5�だから、われわれ
が人間を、あるいは
ばあいによっては一
つの目を見るのは、
何か像を、あるいは
像の一部分を見る
かのような仕方な
のである

6�ところが
実際には、
かの所の<
人間>は、<
なぜあるか
>でもあるの
だ

7�もし果た
して彼、か
の所の人間
が、直知す
るものであ
るとするなら
ば、である

8�また、目
も<なぜ目
があるか>
でもあるの
だ

8�そうでなく
て、目が目
の<なぜ>
でないとす
ると、目はそ
もそも存在
しないであ
ろう

9�他方、こ
こでは、各
部分が別々
であるよう
に、それの<
なぜ>も
別々である

10�しかしかの
所では、すべて
のものが一にお
いてあるので、
事物とその事物
の<なぜ>とが
同じなのである

11�なお、こ
こでも、事
物とそれの
<なぜ>とが
同じである
ことが、しば
しばある

12�たとえば月
食とは何かがそ
うである（アリス
トテレス『分析
論後書』
II2,90a15-18
）

13 ではその他の
諸事物のそれぞれ
も、それがそれの<
なぜ>であっては、
また後者がそれぞ
れのものの本質で
あっては、どうして
いけないのか

15�いや
むしろ必
然なの
だ。

15�そして、そも
そも何であるか
をそういうふうに
とらえようと努
めるならば、正
しいやり方であ
るだろう

16�なぜなら、
それぞれのもの
は、それがそれ
であるところの
もののゆえに、
存在するのだか
ら

17�私の言う意
味は、形相がそ
れぞれのものの
<有る>の原因
だということで
はなくて

ーーそのこ
と自体は真
実だがーー

一つ一つの形
相そのものをそ
れだけで君が
繰り広げてみる
ならば、それの
内にそれの<な
ぜ>を君は見出
すだろう、という
ことである

20�というのも、活
動せず生命をもた
ないものは<なぜ>
を必ずしももたない
のだが、形相であり
英知に属するもの
が、どこから<なぜ>
を得るだろうか

21�「英知から
だ」と言う人が
あるかも知れな
いが、（英知と
形相は）離れば
なれのものでは
ない

22�またそ
の形相自身
でもあると
するならば、
である

23�だから、英知は
これら（形相）をいか
なる点においても欠
けることのないもの
として保持している
にちがいないとすれ
ば、英知は<なぜ>
の点でも欠けてい
ないはずである

24�そして英知
は、それの内に
あるもののそれ
ぞれがなぜこう
いうふうにある
かをもっている
のだ

25�そして、
それの内に
あるものた
ちのそれぞ
れが、まさに
英知自身で
あるだろう

25�したがって、何
ものも、なぜ生じた
かをそのうえに必要
としないのであっ
て、生じるものと同
時に、自己の内に
成立の原因をもつ
のである

28�そして、いかなるも
のも偶然には生じなか
ったので、<なぜ>の一
部分をすら欠いてはお
らず、<なぜ>の全体を
もっているので、（存在
の）原因と同時に、<美
しくある>をも持ってい
る

30�したがって
また、それは、
それにあずかる
ものたちに、<な
ぜ>（原因）をも
つふうにあずか
らしめるのであ
る

32�実際、多数のもの
から成り立つこの世界
の内では、あらゆるもの
が相互に連鎖してい
て、この<あらゆるもの
がある>ということの内
に<なぜそれぞれがあ
るか>ということも含ま
れたいるように

ーーちょうど
また個々の
ものにおい
ても、それ
の部分は全
体と関連し
ているのが
見られるよう
にーー

そして<あれが生じ
て、あれの後でこれ
が生じる>というふ
うにではなくて、あ
らゆるものが一緒に
なって相互に原因と
結果の関係を構成
しているように、まさ
にそのように、

否、それ以上に
かの所では、あ
らゆるものがそ
れぞれに全体に
対して、またそ
れぞれが自己
自身に対して関
連しているので
ある

38 だから、すべて
のものが一緒に存
在し、しかもすべて
のものが偶然にで
はなく存在してお
り、そして何ものも
切り離されていては
ならないとするなら
ば、

結果は自己の
内に原因をもっ
ているだろうし、
それぞれのもの
は、無原因的に
原因をもつもの
であるだろう

40�かくて、それぞ
れのものは、自己が
あることの原因をも
たないで、しかも原
因なしに単独でも
自足的であるとす
れば、それらは自己
の内に、自己と一緒
に原因をもっている
のであろう

43�しかもまたさらに、かの所で
は何ものもたまたまには存在し
ないとすれば、そしてそれぞれ
のものの内に多くの者が含まれ
ているとすれば、それぞれが含
有するすべてのものの一つ一
つについても、なぜあるかを君
は言うことができるであろう

45�とすると、かの
所では<なぜ>は先
に、また（事物と）と
もにあったのであ
り、しかもそれは<
なぜ>ではなくて<
何であるか>である

46�いやむ
しろ両者が
一つなのだ

47�なぜなら、
英知に属するも
のが、どうして
何か余計なもの
をもつだろうか

47�それで
はまるで英
知のノエー
マ（直知内
容）が完全
な産物では
ないかのよ
うである

48�しかし、もしそ
れが完全なもので
あるとすれば、それ
がどの点で欠けて
いるかを、またなぜ
これこれのものが現
存しないかを、言う
ことはできないであ
ろう

50�したがって、
それが現存して
いる限りは、な
ぜ現存するかを
君は言うことが
できよう

50�とすると
ヒュポスタシ
ス（存在）の
内に<なぜ>
が含まれて
いるのだ

52�だから、一
つ一つの直知
内容と活動内
容の内に、たと
えば人間の内
に、人間の全容
が

ーー自己を
自己ととも
に運びなが
らーー

現れ出
ている
のであ
る

53�そして、彼
は、彼が現にも
っているすべて
のものを、最初
から一緒にまと
めてもっている
ので、彼は出来
上がった完全な
ものなのである

54�それにまた、も
しも彼が完備したも
のではなくて、何か
をさらに付け加えら
れる必要がるのな
らば、彼は生成する
ものに属するであろ
う

55�だが、
からは常に
存在してい
るのだ

55�だから、
彼は完備し
たものであ
る

57�他方、
生まれる人
間は、生成
するものな
のである

3�そして思
慮をめぐら
し推論した
のは、仮定
に基づくの
である

4�というの
は、彼（プラ
トン）は生成
したものだ
と仮に見立
てたのだか
ら

4�そして、こ
の仮定にし
たがって（神
の）思慮と
推論がある
わけだ

5�他方、しかし世界
が「常に生成しつつ
ある（『ティマイオ
ス』27d28a）」と示
すことによって、（創
造者が事前に）推
論したということを
否定したのである

6�なぜな
ら、常に有る
ものに関し
ては、推論
の余地はな
いからであ
る

6�というの
も、以前に
はどうであっ
たかを忘れ
た者が行な
うことであろ
うから

8�それにま
た、後で事
物がよりよく
なるのであ
れば、それ
以前にはよ
くなかったこ
とになるだ
ろう

9�他方、そ
れ以前によ
くあったので
あれば、事
物は<常に
同じようで
あること>を
保持するだ
ろう

10�だが、
諸事物がよ
い状態にあ
るのは、原
因と一緒だ
からである

10�その証
拠に現在で
も、何かが
よい理由
は、それが
すべてのも
のであり、

ーーというの
は、この<パ
ンタ（すべ
て）>こそま
さに形相で
あるのだか
らーー

素材を支配
しているか
らである

12�そして、
支配するの
は、それが
素材のいか
なる部分を
も未造形の
ままで残さ
ないばあい
である

13�そして、
それを残す
のは、何ら
かの形相
が、たとえ
ば目とかそ
の他の何か
が欠けるば
あいである

13�したがっ
て、君が原
因を語るば
あいには、す
べてに言及
するだろう

14�たとえ
ば、なぜ目
があるの
か。（欠ける
ことなく）す
べてがある
ためにだ

15 なぜ眉
があるの
か。すべて
があるため
にだ

15�というのも、そ
れは保護のためだ
と君が言うとして
も、それの内に含ま
れている、<本質を
保全するもの>のこ
とを君は言おうとし
ているのだから

17�そして、
これが有益
だというわけ
である

18�かくし
て、これが
ある前にす
でに本質が
あったので
あり、原因は
本質の一部
なのである

18�だから、
これは別の
ものだが、
しかしそれ
はまさにそ
れそんもの
として本質
に属してい
るのだ

20�だから、
すべては、
互いのため
に存在する
のだ

20�そして、
本質の全体
は完全で欠
けた所がな
く、<よくあ
ること>は原
因とともに、
原因の内に
ある

21�そして、
本質と<そ
もそも何で
あるか>と<
なぜあるか
>とは一つ
なのである

23�さてしかし、感覚能
力をもつこと、しかもこ
のような感覚能力をも
つことが、英知の永遠
の必然性と完全性のゆ
えに、イデアの内に含ま
れているのであれば、
そして英知は

ーー英知が
完全なもの
である以上
ーー

原因を自己の内に
もっていて、そのた
めに後になってわれ
われが、これがこの
ようであるのは正し
いと見てとることが
できるほどであると
すれば

ーーというのも、かの所で
は原因が構成要素であり、
一つであるのだから。そし
て、かの所では人間は単に
英知であって、この生成す
る世界へ送り出される時に
初めて感覚能力が付加さ
れた、というわけではない
のだからーー

どうしてあの
（人間のイ
デアとして
の）英知が
この下方世
界へ傾から
にでいるだ
ろうか

30�なぜな
ら、感覚能
力とは、感
覚されうるも
のをとらえる
能力以外の
何であろう
か

31�しかし他方、人
間がかの所で永遠
の昔から感覚能力
をそなえていなが
ら、この世界におい
て初めて感覚し、か
の所でもっていた能
力を、

ここで魂がより
劣悪なものとな
った時に、現実
に発揮するとい
うことはどうして
不条理でないだ
ろうか

4�もしかしたらわれ
われは、このものを
すら精確には知らな
いのに、これは分っ
ていると思って、か
のものを探求してい
るのかも知れない
から

5�それにまた、
或る人びとには
多分、このもの
もかのものも同
じものに見える
のであろうから

8�さて、この
考察の出発
点は、ここか
らとしよう

8�すなわち、いった
いこの人間とは、魂
の或るロゴス（原
理）であって、この
人間を作り、彼を生
かし、彼に推論させ
る魂とは別のものな
のか

9�それとも、
そのような
魂がすなわ
ち人間であ
るのか

10�それとも
或る性質の
物体を使用
する魂が
（人間）であ
るのか

11�しかし、人間と
は理性的な生きも
のであるとすれば、
そして生きものは魂
と肉体とから成り立
つとすれば、この原
理は魂と同じもので
はありえないだろう

14�しかし、人
間の原理が理
性的な魂と肉体
とから成り立つ
とすれば、どうし
てそれが永遠
の存在者であり
えようか

15�このような
意味での人間
のこの原理は、
肉体と魂とが相
会した時に初め
て成立するわけ
だから

15�なぜなら、そういう意味で
の<ロゴス（原理）>は、将来存
在するはずのものを示すものに
すぎず、われわれが人間自体
（イデア）と呼ぶものではなく
て、むしろホロス（定義）に類す
るものであり、それも本質が何
であるかをば示さないような定
義に似ているのだから

19�なぜなら、
それは内在する
形相をすら示さ
ないで、すでに
出来上がった合
成物を示すだけ
だから

20�だが、
そうだとす
れば、人間
はまだ発見
されていな
いわけだ

21�なぜな
ら、それ（人
間）は原理
の面からと
らえられた
ものなのだ
から

22�しかし、もしだれか
が「そのようなもののロ
ゴス（原理）は、両者を
合わせたもの、つまり<
或るものの内の或るも
の>でなければならな
い（アリストテレス『形而
上学』VII 5, 1030b 
18）」と言うとすれば、

この人は、それ
ぞれのものがま
さにそれによっ
て、あるところの
もの（形相）を言
表すべきだ、と
は考えないわけ
である

24�しか
し人は

ーーたとえ
素材内形相
を定義する
際には素材
を含めて定
義せねばな
らないとして
もーー

ともかくたと
えば人間を
作り出した
ロゴス（原
理）そのもの
をとらえね
ばならない

26�とりわけあの人たち、本
来の意味での定義を下す
ばあいに、そのつどいつでも
事物の<そもそも何である
か>を定義しなければなら
ないと要求する人たち（ペリ
パトス派）（アリストテレス
『形而上学』VII 4,1029b 
14）は、そうすべきである

29�では、<
人間である
>とは何で
あるか

29�つま
り、この
人間を

ーー彼は超
越してでは
なく、彼に内
在しつつー
ー

作り出し
たもの
は何で
あるか

30�いったい
原理自身が
理性的な生
きものであ
るのか

30�それとも
両者の合し
たものがそ
れであり、原
理自身は理
性的な生き
ものを作り
出すもので
あるのか

30�しかし、
それではそ
の原理自身
は何なのか

33�いや、こ
の定義にお
いて、<生き
もの>は<理
性的な生>
の代わりに
置かれてい
るのだ

35�したがって人間
は魂の活動である
のみで、魂の実体
ではないのか、それ
とも魂そのものが人
間であるのか、どち
らかであるだろうか
ら

37�だが、理性的な
魂がすなわち人間
であるのならば、こ
の魂が別の生きも
のの内へ入ったば
あいに、どうしてそ
れが人間でないだ
ろうか

5�このばあいの
原理とは、いわ
ば或る性状のエ
ネルゲイア（活
動）であり、そし
て活動は活動
するものなしに
は存在しえない
わけだ

6�なぜな
ら、種子の
内の原理に
してもそうな
のだから

6�というの
も、それら
は、魂なし
にはありえ
ないものだ
が、かといっ
て端的に魂
であるので
もない

7�なぜな
ら、作り出す
ロゴス（原
理）は、魂を
欠いてはい
ないのだか
ら

8�だから、こ
のようなウ
ーシアー（存
在）が原理
であること
は少しも不
思議ではな
い

10�では人
間を作り出
す原理は、
どのような
魂の活動な
のか

10�植物的
な魂のか

11�いや、その
魂は動物を作り
出す多摩市で、
もっとはっきりと
したもので、そ
してまさにその
意味で、もっと
生命の溢れたも
のである

13�そして、
こうした魂
がこうした
素材の内に
入ったばあ
い

ーーこの魂
は、肉体か
ら離れてい
ても、このよ
うな性状の
ものである
のでーー

これが
人間な
のであ
る

15�つまりこの魂
は、肉体の内に入る
と、自分に似合った
肉体を形作り、肉体
が受け入れうる限
り、それを映像であ
る第二の人間とし
て作り上げて

ーーちょうとまた画
家が、さらにこのも
の（第二の人間（肉
体を持つ魂））の映
像として、もっと劣っ
た一種の人間（肖
像画）を作り出すで
あろうようにーー

かくして姿
形やことば
あるいは性
格や諸状態
や諸能力を
もつに至る
のである

18�ただし、
これらすべ
てはもうろう
としたもの
なのだが、
それは彼が
第一義的な
人間ではな
いからであ
る

19�そのうえまた、彼の
もつ諸間隔も異なって
いて、これらの感覚は
明瞭であるように思え
るのだが、もっと上位の
感覚と比較するなら
ば、もうろうとしていて、
模像にすぎないのだ

22�他方、この
人間の上位に
位置する人間
は、もっと神的
な魂に属してお
り、この魂は、よ
り優れた人間
と、より明瞭な
感覚を所有する

24�そして、
プラトンが
定義した人
間も、これ
なのであろ
う

24�ただし、彼がその際に
「肉体を使用する」と付け加
えてのは、第一次的に肉体
を使用する魂の上にこの魂
が乗りまたがっていて、後
者つまりあのより神的な魂
も二次的に（肉体を使用す
る）からである

27�というのは、生
じたものがすでに感
覚能力をそなえて
いるので、この魂も
それに追随すること
によって、より澄明
な生を与えたので
ある

28�いやむ
しろ追随し
たわけでも
なくて、いわ
ば自分を分
与したので
ある

29�というのも、あの
魂自身は直知され
る世界から離脱し
ないで、それに自分
を結合したままで、
自分にいわば吊り下
がっているような形
で下方の魂を

ーー自分を
それに混ぜ
合わせる、
つまり原理
を原理に混
ぜ合わせる
ことによって
ーー

保持し
ている
のだか
ら

31�だからこそ、
この人間は元来
もうろうたるもの
であったのだ
が、この照明に
よって鮮明なも
のになった

3�そして、
かの所に感
覚対象が存
在するふう
にあの感覚
能力も存在
するのだ

4�だから、
やはりその
ような仕方
で感覚的調
和を感覚す
るのだ

5�他方、感覚的
人間は、かの世
界の調和へ最
低度に結び付い
ており、授けら
れることによっ
て、感覚によっ
て把握するので
ある

6�同様にま
た、火も、か
の所の火と
適合してい
る

7�だが、あ
の魂のほう
は、これを
かの所の火
の本性にふ
さわしい仕
方で知覚す
るわけだ

9�なぜなら、か
の所にこれら諸
物体があるとす
れば、これらを
知覚し把捉する
働きをあの魂は
もつはずであろ
う

10�そこで、
かの所の人
間は、つまり
あのような
魂は、これら
の物体を把
捉する能力
をそなえて
いるわけだ

11�だからこ
そ、また後
の人間も模
造品である
ので、諸原
理を模造さ
れた形で持
っているの
だ

13�そして、
英知の内の
人間は、他
のすべての
人間の前に
人間に（相
当する）

13�そして、
この人間が
第二位の人
間を照らし、
後者が第三
位の人間を
照らすので
ある

14�だが、
末端の人間
は、ある意
味ですべて
の人間を所
有している
のだ

15�ただし、
彼が彼らに
なるのでは
なくて、彼ら
のかたわら
に並んでい
ることによっ
てである

16�そこで、われわれの
うちの或る者は末端の
人間によって活動する
が、別の者には何ほど
かわもう一段上の人間
からも、さらに別の者に
は、その活動は第三の
人間からも（生じる）

17�それで
各人は、自
己がそれに
したがって
活動すると
ころの人間
である

18�ただし、各
人がすべての
（段階の）人間
を持っているの
だが、とはいえ
また（或る意味
では）持ってい
ないのである

19�ところで、第
三の生命と第三
の人間が或る
肉体から分離す
る時に、もしそ
れが第二の魂
に随伴する

ばあいに
は、かの魂
がいるところ
にこの魂も
いると言わ
れる

ーーただ
し、上方か
ら分離する
ことなしに
随伴するー
ー

21�しかし他方、け
だものの肉体を占
有するばいに、それ
は人間の原理でも
あるのだから、どう
して（人間でないの
か）と問題にされる
わけである

23�だがそれ
は、魂はもともと
からすべてのも
のであって、そ
の時その時に異
なる原理にした
がって活動する
からなのだ

25�だから、魂
が清純であり、
まだ堕落してい
ない時には、魂
は人間を欲し、
人間になってい
る

26�なぜなら、こ
れが比較的りっ
ぱなものであ
り、その魂は比
較的りっぱなも
のを作り出すの
であるから

27�〔なお、また
もっと上位のダ
イモーン（霊）を
作り出しもする
のだ。人間を作
り出す魂と同種
のものである。

この魂よりも上位の
者は、もっと霊的な
霊、いやむしろ神で
ある。霊は神の模像
であり、神に依拠す
るものである。ちょう
ど人間が霊に依拠
するように。

というのも、
人間がそれ
に依拠する
ものは、神と
は呼ばれな
いからであ
る。

というのは、ちょ
うど魂たちは同
系列のものでは
あっても、彼ら
の間に格差が
存するように、
同じような格差
を人間ももつか
らである

なお、霊（ダイ
モーン）とは、プ
ラトンが霊と呼
んでいる様な耳
での霊の種族
だと規定すべき
である〕

34�さて、魂がけだもの
の本性を選択して、こ
れにかつて人間であっ
た時に結合していた魂
が随伴するばあい、後
者は自己の内にあるあ
の動物の原理を付与す
るのである

35�なぜな
ら、それを
持っていた
のだから

36�そして、
この活動は
劣った活動
である

4�いや、そ
れはより劣
るものでは
あるが、本
性に反する
ものではな
い

4�あのもの
は最初から
或る意味
で、馬ある
いは犬でも
あったのだ

5�そして、より美し
いものを作り出せる
ばあいにはそれを作
り出すが、そうでな
ければ、自分にでき
る限りのものを作り
出すだろう

6�少なくと
も、作り出す
ことを課せら
れている魂
はそうする
のだ

6�少なくと
も、作り出す
ことを課せら
れている魂
はそうする
のだ

7�それはたとえば、
いろいろな形態を制
作する術を心得て
いる職人が、時には
自分に課せられた
通りのものを、時に
は素材の適性が要
求するものを作り出
すようなものである

10�というの
も、世界の
魂の能力が

ーー全
原理で
あるの
でーー

かの魂のも
とから、諸々
の魂的な力
がやって来
る以前にす
ら、下書きを
しておくこと
を何が妨げ
るだろうか

12�そして、
この下書き
は、素材へ
のいわば前
触れ的な照
明であっ
て、

その後で、仕上げをする魂
たちが、このような<痕跡>
をたどりながら、個々の部分
ごとに、これらの痕跡を鮮
明なものとすることによっ
て、（個々を）作り出し、この
ようにしてそれぞれの魂
が、自分がそれに近づいた
ところのものになるのであ
る

16�その際に、魂が
自分の姿を変じる
ありさまは、ちょうど
踊り手が、自分に課
せられた主題に合っ
た身ぶり手ぶりをす
るのに似ている

18�いやし
かし、われ
われは、関
連する問題
に引きずら
れて、ここま
で来てしま
った

18�われわれの主
題は、感覚能力は
人間にどんなふうに
して（そなわったの
か）、またどうしてか
の世界のものが、
生成を顧慮しない
でおれるのか、とい
うことであった

20�そして、
われわれに
明らかにな
ったこと、以
上の論が証
明したこと
は、

かの世界のもの
がこの世界のも
のを顧慮するの
ではなくて、む
しろ後者が前者
に寄り掛かって
おり、前者を模
倣するのだとい
うこと、

そしてこの
人間はかの
（世界の）人
間から力を
得て、かの
所のものを
眺めるので
あること、

そしてここの感
覚対象はここの
人間と、かの所
のものたちはか
の所の人間とつ
なぎ合わされて
いることである

24�というの
は、かの所
のものたち
も感覚され
るものであ
るから

24�それらをわ
れわれがこのよ
うに呼んだわけ
は、それらが非
物体ではある
が、別の、仕方
で把捉されうる
からである

27�他方、この
感覚は、物体を
対象としている
ので、われわれ
が感覚と呼んだ
あの把捉作用よ
りはおぼろげで
あるが、それで
も比較的明瞭
なのである

28�そして、
ここの人間
もこの理由
で感覚者な
のである

29�すなわち、
より劣った仕方
でより劣った対
象を、つまりか
の所のものたち
の模像を把捉
する者であると
いう理由で

30�かくして、こ
れらの感覚はお
ぼろげな直知で
あり、他方かの
所の直知は明
瞭な感覚なの
である

4�しかしもし一
方、ここに馬なり
他の何らかの生
きものなりを生
じさせるため
に、彼が馬のノ
エーシス（観念）
を考え出したの
だとすれば

ーーとはいえ、
彼が馬を作ろう
とまず欲して、
馬を観念すると
いうことがーー

どうして
可能で
あったろ
うか

6�なぜなら、そ
もそも彼が無間
を作ろうと欲し
たのであれば、
その時すでに馬
の観念が存在し
たことは明らか
であるから

7�したがて、作り出
すために観念すると
いうことは不可能で
あって、むしろ不生
の馬が、その後で
生じるであろう（この
世の）馬以前に、存
在していなければ
ならない

9�さてそこで、
かの所の馬は
生成以前に存
在したのであ
り、（この世の馬
が）生じるため
に観念されたの
ではないとすれ
ば、

かの所の馬を自分
のもとに持った者
は、ここのものを顧
慮してかのものを
持ったのではなく、
またこのものを作り
出すためにかのも
のやその他を持っ
たわけでもなくて、

むしろかの所の
ものたちは存在
していて、ここ
のものたちはか
のものたちに必
然的に随伴し
（て生じ）たので
ある

13�なぜな
ら、かのもの
たちまでで
停止するこ
とはできな
かったのだ
から

13�なぜな
ら、何者が、
とどまるとと
もに進出す
ることのでき
る力を制止
しえたであ
ろうしえたで
あろうか

15�しかし、
なぜかの所
にこれらの
生きものが
いるのか

15�どうして
神の内にこ
のようなも
のたちがい
るのか

16�なるほ
ど理性的な
生きものは
いるとしよう

16�しかし、
非理性的な
もののこれ
ほどの大群
が、どうして
尊厳をもつ
だろうか

17�どうして
その逆のも
のをもたな
いだろうか

18�いや、まずこ
の一つのもの
（英知的世界）
は、絶対的な一
の次のものであ
るので、多であ
らねばならない
ことは、明らか
である

19�さもなけれ
ば、それはかの
ものの次にある
のではなくて、
かのものそのも
のであっただろ
うから

20�だが、
かのものの
次にあるの
ならば、この
もがかのも
のを

ーーもっと
一になる方
向でーー

超えること
はできず、
むしろかの
ものよりも欠
けたもので
なければな
らなかった
のである

21�そして、
最良のもの
が一である
ので、このも
のは一より
も多いもの
であらねば
ならない

22�というの
も、多は欠
けたものな
のだから

23�では、こ
のものが二
であることを
何が妨げる
だろうか

24�いやしかし、この二の内
のもののそれぞれが徹底
的に一であることはできな
かったのであって、それぞ
れもまた少なくとも二でな
ければならないし、さらにま
たこれらのそれぞれも同様
である（プラトン『パルメニ
デス』145 a）

26 そのう
え、動きもこ
の第一の二
の内にあっ
たし、静止
もあった

26 また、英
知もあった
し、生命も
それの内に
あった

27�しかも
完全な英知
と完全な生
命が

27�だから、このものは一つ
の英知として存在するので
はなくて、すべての個別的
な英知を含有する全体的
英知であり、すべての英知
を合わせただけの数量のも
の、いやそれ以上のもので
ある

30�また、こ
のものは一
つの魂とし
てではなく、
すべての魂
として生き
ている

30�いや、そ
れ以上の力
を個々の魂
を作り出す
力をもって
いる

31�それは
また完全無
欠の生きも
のであって、
単に人間だ
けを自己の
内に含むも
のではなか
った

32�なぜな
ら、（それだ
と）この世界
には人間だ
けしか存在
しなかった
だろうから

2�というのも、無論
これらの生きもの
は、理性を欠くもの
であることによっ
て、つまらないもの
でもあるのだ、もし
他方理性的である
ことによって価値を
もつのだとすれば

3�また、英知的
であることによ
って価値をもつ
とすれば、非英
知的であること
によって、その
逆のものをもつ
わけだ

4�とすると、どうして英
知を欠くものや理性を
欠くものがありうるだろ
うか、すべてのものがそ
れの内にあり、あるいは
それから生まれ出ると
ころのものは、かのもの
であるのに

7�さてこのこと
について、また
このことに答え
て述べられるで
あろうことの前
に、われわれは
まず次のことを
理解しておかね
ばならない

7�すなわち、ここの人間は
かの所の人間と同じような
ものではなく、したがってま
た、かの所の生きものたち
も、ここのそれらと同じよう
なものではないのであっ
て、それらをより高次のもの
として把握しなければなら
ないのだ

9�そればか
りか、理性
的なものす
ら、かの所
には存在し
ないのであ
る

10�というのは、人
間はここではあるい
は理性的なもので
あるとしても、かの
所では理性を働か
せることよりももっと
上位の者なのであ
る

12�では、な
ぜここでは
人間が理性
を働かせ
て、他の生
きものはそう
しないのか

12�いやそれは、か
の所では<直知する
>ことが、人間にお
いてと他の生きもの
においてとで差があ
るので、（ここでも）
<理性を働かせる>
ことに差があるのだ

13�というのは、
他の生きものた
ちの仕業にも、
ある意味で理性
的思考の所産
であるものが多
くあるのだ

15では、彼
らが同程度
には理性的
でないのは
なぜか

15�また人
間にしても、
互いに同程
度には理性
的でないの
はなぜか

17�しかし、
次の点を考
慮しなけれ
ばならない
のだ

17�すなわち、
多数ある生命と
多数あるノエー
シス（思惟）は、
いわば動きであ
るので、同じで
あることはでき
なかったのであ
って、

生命にもち
がうものが
あり、また思
惟にしても
同様であら
ねばならな
かったので
ある

18�そして、このばあい
のちがいとは、いわば光
がより多くあり、より明
瞭であることであって、
第一のものたちへの近
さによって、一位、二
位、三位（の生命と思
惟）があるわけである

21�それゆえに思惟
のうちの或るものた
ちは神々であり、別
のものたちは第二
位の種族であり、後
者の内に、ここで<
理性的なもの>と呼
ばれる生きものが
含まれているのであ
る

22�またこ
れの次に
は、非理性
的なものと
呼ばれる生
きものの種
族がある

23�しかし
かの所で
は、いわゆる
非理性的な
ものも理性
であり、非
英知的なも
のも英知な
のである

24�というの
は、馬を思
惟する者も
英知である
し、思惟さ
れた馬も英
知であった
のだから

25�もっとも、仮にもしそ
れ（思惟）が単なる思惟
作用であったならば、そ
れ自身は思惟であって
も、対象は思惟しないも
のであることは少しもお
かしくないだろう

26�しかし、実際に
は、あの思惟はその
対象と同じものであ
るとすれば、それが
思惟で、対象が思
惟しないものである
ことが、どうして可
能だろうか

27�なぜなら、
それが可能なら
ば、英知は自己
自身を思惟しな
いものとするこ
とになるだろう
から

29�するとむし
ろ、それは思惟
しないものでは
なくて、ただし
かじかの英知な
のである

30�なぜな
ら、それはし
かじかの生
命なのだか
ら

30�というのは、
どんな生命でも
生命であること
を免れないよう
に、しかじかの
英知もまた英知
であることを免
れないからであ
る

31�というの
は、どんな
生きものに
おける英知
であろうと、
あらゆるも
の

ーーたとえ
ば人間のー
ー

英知で
もあるこ
とを免
れない
のであ
る

32�もしも君
がどの部分
を手に取っ
てみても、
それぞれが
全体である
のだとすれ
ば

34�ただし、
おそらくはそ
れぞれが異
なる仕方で

35�なぜなら、
それは現実的に
は単にそのもの
であるが、（可
能的には）すべ
てのものであり
うるのだから、

35�そしてわれ
われは、それぞ
れのものにおい
て現実的なもの
を把握するのだ
が、しかしこの
現実的なものは
末端である

37�した
がって、
この英
知の末
端が馬
なので
ある

37�つまり、それ
が前進して常に
より劣った生命
へと進みなが
ら、停止した時
に馬であるわけ
だ

37�だが、
別の英知
は、もっと下
方で停止す
るのだ

39�というのは、
諸々の力が展開
する際には、い
つでも上方へ
（何ほどかを）残
して、進むので
ある

40�そして、何かを手離
すのだが、そのために、
出現した生きものには
欠陥があるので、その
不足を補うために、その
力は新たに別のものを
付け足すという方法を
発見した

44�たとえば、
生きて行くのに
もはや十分でな
いために爪、あ
るいは曲がった
爪や鋭い歯、あ
るいは角という
ものが出現した
のである

45�したがってこの英知
は、その本性の自足性
によって、そこから降り
て来た場所へ再び浮上
するのであり、あの欠け
たものの回復する方途
を自身の内に見出すの
である

3�いやそれ
は、一個の
生きものと
しての自足
性と完全性
とのために
なのだ

3�なぜなら、（かの
所のものは）生きも
のとして完全であ
り、英知として完全
であり、そして生命
として完全であらね
ばならなかったのだ
から

4�したがっ
て、あれをも
たないなら
ば、これ（角
など）をもつ
わけだ

4�だから、差異は、或るものの代わ
りに別のものをもつことによって生
じたのであり、そしてこれは、それ
らすべてから一つの完全至極な生
きものと完全な英知と完全至極な
生命が成り立つため、またそれぞ
れもそれぞれとして完全なものと
なるという目的のためなのである

8�とはいえ他
方、多数のもの
から成り立つと
しても、それは
また一つのもの
でもあらねばな
らない

9�ただし、それ
が多数のものか
ら成り立つが、
すべてが同一
のものである、
ということはでき
ない

10�なぜな
ら、そのばあ
いには、そ
れは自足的
な一者であ
るだろうから

10�だから、す
べての複合物
がそうであるよ
うに、エイドス
（姿）のそれぞ
れ異なるものか
ら成り立ってい
なければならな
い

12�ただし、
その際にそ
のそれぞれ
が

ーー諸モル
ペー（形質）
や諸原理が
そうである
ようにーー

そのまま保
全されるの
でなければ
ならない

13�というのも
形質は、たとえ
ば人間のもつ多
数の形質は、ど
れほど多くの差
異から成り立っ
ていることか

13�しかしそ
れでもその
すべてにわ
たって一つ
のものが臨
んでいる

13�そして
互いにより
優れたもの
とより劣った
ものとが

ーーたとえ
ば目と指と
がーー

あるけれど
も、いずれも
一つのもの
に属するの
だから

14�そして、
定義も、生
きものと、生
きものと同
じでない他
の何か（種
差）と（の複
合）である

16�また徳も一
般的なものと独
自のものとの複
合で、この全体
が美しいのであ
って、一般的な
ものは特に優れ
てはいないので
ある

2�［事実ま
た、多くの
生きものが
そこにまざ
まざと見え
ているのだ］

2�なぜな
ら、この世界
もすべての
生きものを
保有してい
るのだから

3�だが、こ
の世界は、
どこから得
るだろうか

3�ではかの
世界は、こ
の世界にあ
る限りのす
べてをもっ
ているのか

4�少なくと
も、原理に
よって、そし
て形相にし
たがって作
り上げられ
た限りのす
べてのもの
を

5�しかし、
かの世界が
火をもつの
であれば、
水ももつだ
ろうし、また
植物をも必
ずもつこと
であろう

5�だが、どう
して植物が
かの所に
（あるだろう
か）

6 また、
どうして
火が生
きている
のか

6 どうして
土が（生き
ているのか）

7�というのも、これらの
ものは、かの所で生き
ているか、それとも死体
であるのかのどちらか
であり、そして後のばあ
いには、かの所のすべ
てが生きているのでは
ないことになるだろうか
ら

8�また、そ
もそも何ゆ
えにかの所
にこれらのも
のまでが存
在するのか

10�しかし
植物は、こ
の論と調和
しうるだろう

10�なぜな
ら、この世界
の植物にし
ても、生命
をもつ原理
なのだから

11�さて
そこで、
植物の
素材内
原理が

ーーこれに
よってそれ
は植物であ
るのだがー
ー

或るしかじかの生命であり、或
る種の魂であり、そしてこの原
理は何か一つのものであるとす
れば、この原理こそが第一の植
物であるか、それともそうでな
くて、むしろこの先に第一の植
物があるのであって、後者から
この原理も由来したのであろう

14�というのも、
かのものは一つ
であるが、これ
ら（地上の植物
は）多であり、一
つのものから由
来したことは必
然だからである

15�そして、もしそう
であれば、かのもの
ははるかにより先に
（高次に）生きてい
なければならない
し、まさにそれその
もの、つまり植物そ
のものであらねばな
らない

17�そして、
かのものか
ら由来して
これらが、
第二次的あ
るいは第三
次的に生き
ているわけ
である

18�かの
ものの
痕跡に
よって

18�だが、
土がどうし
て（かの所
にあるのか）

18�いっ
たい土
の本質
は何な
のか

18�そして、
生命をもっ
ているという
かの所の土
は、どのよう
な土なのだ

19�いやそ
の前に、ここ
の土はどの
ようなもの
なのだ

19�つま
り、それ
の本質
は何な
のか

20�無論こ
のばあいい
んも、それ
は一種のモ
ルペー（形）
であり、原
理であらね
ばならない

21�すると、先に
植物のばあいに
は、この世界の
植物の原理も
生きているとさ
れたのだが、い
ったいこの土の
ばあいもそうな
のだろうか

23�もしわれわれが土
に最も類するものがそ
れの内で産み出され、
造形される様子を把握
するのならば、このばあ
いにもわれわれは土の
本性を見出すことがで
きるだろう

25�つまり、岩石の増大
と形成や、山の成長と
内からの造形は、まず
まちがいなく内部で工
作し、形を付与するよう
な生きた原理の仕業で
あると信じねばならない
だろう

28�そして、
これが土の
形相、しか
も制作する
形相である

29�それは
ちょうど樹木
の内にいわ
ゆる自然が
存在するの
と同様であ
る

30�そして、いわゆ
る土は、樹木で言え
ば根幹に相当する
のであって、切り離
された石は、樹木か
ら切断された或る部
分のようなものであ
る

31�また石がそうい
う目に会わずに、ま
だ連接しているばあ
いには、それは生き
ている植物からまだ
切断されていない
部分に相応するの
である

33�さてそこで、
土の内に座を占
めて制作するこ
の本性を、これ
は原理に宿る生
命だとわれわれ
が発見するなら
ば、

ここからして容易に、かの所の
土はこれよりもはるかにより先
に（高次に）生きており、土の原
理的生命であり、アウトゲー（土
自体）であり、第一義的な土で
あって、この世界の土もそれか
ら由来するものであることをわ
れわれは立証することができよ
う

37�さてしかし、火
も、他のそのような
ものも、素材に宿る
或る原理であるとす
れば、そして火はひ
とりでに生じるので
はないとすれば

−ーなぜなら、どこから
火が生じうるだろうか。
というのも、あるいはだ
れかが考えるでもあろ
うように（アリストテレス
『天について』II 
7,299a20）、摩擦から
ではないのだから。

、すでに、世界の内に火が存在
していて、摩擦される物体がも
っているので、摩擦が（火をも
たらすことができる）。というの
は、素材といえども、それが可
能的に（たとえば火で）あるの
は、素材自身から生じるという
意味においてではないのだから
ーー

さてそこで、形成するという意
味で、（火を）作り出すもの（い
わゆる動力因あるいは作用因）
は、何らかの原理に相当するも
のでなければならないとすれ
ば、それは、火を作り出すこと
のできる魂以外の何でありえよ
うか

44�そして、
これはつまり
生命と原理
であり、この
両者は同一
のものなの
である

45�だからこそ、プラト
ンも、これらのそれぞれ
の内に魂が存在すると
言い、しかもこの魂がま
さにこの感覚されうる火
を作り出すものであると
いう意味でそう言ってい
る（『エピノミス』981 
bc,984 bc）のである

46 さてそこ
で、ここの火
を作り出す
ものは火の
ごとき一種
の生命であ
り、より真実
の火である

46 とする
と、ましてや
かなたの火
は、より多く
火であるの
で、より多く
生命に包ま
れているだ
ろう

48�とする
と、火それ
自体も生き
ているわけ
だ

49�そして、
同じことが
その他のも
の、つまり水
と空気につ
いても言え
る

50�しかし、
これらが、
土のように、
魂のあるも
のでないの
はなぜか

51�まず、これらも
また宇宙という一個
の生きものの内にあ
ること、そしてこの
生きものの部分で
あることはおよそ明
らかであろう

52�しかし、これ
らの内に生命が
あらわに見えな
いことは、土の
中にもそれが見
えないのと同様
である

53�しかし、先
のばあいにも、
それの内で生ま
れるものから、
（生命のあるこ
とが）推理され
えたのであった

54�そして、火
の内でも生きも
のが生じるのだ
し、水の内で
は、もっと明瞭
にそうである

55�また空
気から出来
ている生き
ものもある

56�けれども個々の火
は、生じてはたちまち消
え失せるので、全体の
内にある魂をかすめ去
ってしまうから、とどまっ
て団塊となり、その結
果、自己の内に魂があ
ることを顕示するには至
らない

57�空気と
水も同様で
ある

58�というのも、もしこれら
が本性上どのようなふうに
か固まったものであるなら
ば、（魂を）顕示したであろ
うが、実際にはこれらは流
動するものであらねばなら
なかったゆえに、自己のも
つ魂を顕示しないわけであ
る

62�そして、この
事情はおそら
く、われわれの
液体、たとえば
血のばあいと似
ているのであろ
う

62�というのは、肉
と、血から肉になっ
た限りのものとは、
（魂を）もつように思
えるのだが、他方
血は、いかなる感覚
をも提供しないの
で、もつように思え
ないのである

64�けれど
も、血の内
にもあること
は必然であ
る

65�というのも、
血には強制され
た動きが全然な
くて、内在する
魂から離れ去る
時でも自発的で
あるから

66�同様な
ことが先の
三つの元素
にもあるの
だと信じな
ければなら
ない

66�というのも、主と
して濃縮した空気
から出来ている生き
もの（ダイモーンか）
もやはり、外から受
けた作用に対する
感覚を有しないから
である

67�そして、あたかも空気
が、まっすぐに長く延びてじ
っととどまっている光を、こ
の光がとどまっている間は、
自身のほうが通過するよう
に、同じ仕方でまた空気は
自分の魂が回転しながら通
過するのであるが、しかし
また通過しないのでもある

71�そして
その他のも
のも同様で
ある

3�そして、かの
生きもののあり
方は完全無欠
であるとすれ
ば、かの生きも
のはあらゆるも
のであらねばな
らない

4�とすると、かの所では
天も生きものであるは
ずであるし、したがって
また、その天には、この
世界で星と呼ばれるも
のが欠如してはいない
はずであり、まさにこれ
こをが天であることであ
る

7�また、かの所にはもちろん土
もあり、そこには生きものが欠
如していないばかりか、はるか
に多く生命に満たされていて、
この世界で歩行する動物とか
陸棲とか呼ばれるすべての動
物がそこに存在しているし、無
論また植物も生命の内に座を
占めている

後の天
国のイ
メージ
になる
のだろ
うか？

10�そして、
海もかの所
にあるし、す
べての水
は、とどまる
生命の流れ
の内にある

10�水に住
むすべての
生きものも
同様である

11�また空
気という本
性も、かの
所の世界の
一部分を成
している

11�そして、
それの内の
空気的な生
きものも、そ
れ自身に対
応している

13�なぜな
ら、生きてい
るものの内
にあるもの
が、どうして
生きていな
いものであ
ろうか

13�この世
界において
すら、そうで
あるのに

14�とする
と、あらゆる
生きものが
かの所に存
在すること
が、どうして
必然でない
だろうか

14�というのも、
大きい諸部分の
それぞれがそ
のようであるふ
うに、それらのう
ちの生きものの
本性も、必然的
に同じふうにあ
るのだから

16�だから、かの所に天
があるように、そしてそ
うあるふうに、天の内の
生きものたちもすべて
あるのだし、しかも同じ
ふうにあるのであって、
これらがないということ
はありえないのである

18�さもなけ
れば、かの
ものたちも
ないであろ
う

19�だから、どこ
からこれらの生
きものがやって
来たのかと尋ね
る人は、どこか
ら天がかの所へ
来たかと尋ねて
いるわけである

20�そしてこれは、どこ
から生きものが来たか
らと尋ねることであり、
そしてこれは、どこから
生命が、しかも生命全
体と魂全体と英知の総
体が来たかと尋ねるの
と同じである

22�かの所には、いかなるペニ
アー（貧困）もアポリアー（窮乏）
もなく、すべてのものが生命に
満ち、いわば沸き立っているの
に（「ゼーン（生きる）」という語
は「ゼイン（沸き立つ）」という語
から派生したとする説がアリス
トテレス以前にあったらしい、と
いう）

24�そして、これ
らすべてのもの
いわば<ロエー
（流れ）>は、た
だ一つの源泉
から発する

24�この源泉は、何か一つ
のプネウマ（気息）のような
ものでも一つの熱でもなく
て、たとえて言えば、あらゆ
る質を自己の内に含み、し
かもそれぞれをそのまま保
存しているような或る一つ
の質なのである

26�それは、芳香を
そなえた甘さであ
り、同時にまたぶど
う酒の質でもあり、
あらゆる味の味わい
とあらゆる色の視覚
であり、また触覚が
認識する限りのすべ
てのものでもある

29�さらにまた、聴
覚が聞くすべてのも
の、すべてのメロデ
ィーとすべてのリズ
ムもそれに含まれる
としよう

3 というのは、
末端のものの活
動は、停止しつ
つある活動だか
ら単純である
が、第一のもの
のそれはあらゆ
る活動なのであ
る

5�そして、英知の動き
は、たしかに英知は同
じふうにいつも相似た
同一の仕方で動くけれ
ども、しかし各部分の間
で同一性を保つのでは
なく、すべてのものとし
て動くのである

6�というのも、そ
れの一つの部
分にしても一つ
ではなくて、こ
れだけでも分割
されると（種類
においては）無
限なのだから

9�だが、（英知
の動きは）何か
ら始まり、最後
には必ず何に達
するだろうとわ
れわれは言うの
か

9�また、その中
間のすべては、
いわば一本の線
が、あるいはそ
の他の何らかの
物体みたいなも
ので、同質的で
あって多様性を
欠くのだろうか

12�しかしど
んな尊貴さ
があるだろ
うか

12�というのは、もし
英知がいかなる変
化もこうむらず、何
らかの差異性がそ
れ（英知）を生きる
ようにと呼び覚ます
のでない限り、それ
は活動でもないで
あろう

13�なぜな
ら、そのよう
な状態は、
無活動と何
ら異ならな
いのだから

14�また、動き
がそのようなも
のであるなら
ば、それはあら
ゆる仕方ででは
んく、単に一つ
の仕方でのみ
生命であるだろ
う

15�しかし、（英
知の内では）あ
らゆるものがあ
らゆる点で生き
ていなければな
らないし、何も
のも生きていな
いことは許され
ない

16�だから、英
知はあらゆるも
のに向かって動
いていなけれ
ば、いや、むしろ
すでに動いてし
まっていなけれ
ばならない

16�他方、それ
がもし単一な仕
方で動くのであ
れば、まさにそ
れだけしかもた
ないわけだ

17�つまり英知は、それ
そのものであり、何もの
へも前進しなかったか、
それとももし前進したの
ならば、とどまりながら
他者となったのであり、
したがって英知は二で
ある

18�そして、これがあれと同一
のものであれば、英知は一つの
ものとしてとどまっていて前進
しなかったことになるが、もし異
なるのであれば、それは差異
性を伴って前進したのであり、
何らかの同と異とから第三の一
つのものを作り出した（『ティマ
イオス』35a）わけである

22 そこで、この
生じたものは、
同と異から生じ
たものなので、
同じであるとと
もに異なるとい
う本性をもつの
である

23�そして、
異なるのも
或る点での
みではなく、
全体が異な
るのである

24�というの
も、それの
同じである
ことも、全体
なのだから

24�そして、そ
れは、全体が同
じで全体が異な
るのだから、
諸々の異なるも
のを何一つ取り
残すことはない

26�とする
と、其れは
ありとあらゆ
るものへ差
異化する本
性をもつの
である

26�さてそこで、もしもそれ
の前に、すべての異なるも
のが存在するのであれば、
それはこれらから働きを受
けたのであろうが、そのよう
なものが前に存在しないの
であれば、それ自身がすべ
てのものを産み出したので
ある

28�いやむ
しろ、すべて
のものであ
ったのであ
る

29�したがって、もし英知が活
動しないならば、諸々の有るも
のが有ることもできないのだ
が、しかし英知は次から次へと
不断に異なる活動をしていて、
いわばあらゆる彷徨（プラネー、
『パルメニデス』136e）を彷徨
し、しかも自己自身の内部で

ーー真実の
英知が自己
の内部でそ
の本性上彷
徨すべき
（内容の）彷
徨をーー

彷徨し
ている
のであ
る

31�そして英知は、
諸々のウーシアー
（実有）の内で彷徨
すべき本性をもち、
その際、実有たちも
彼（英知）の彷徨に
したがって伴走する
のである

34�だが彼
は、あらゆる
場所で彼自
身なのであ
る

34�だから、
彼の行なう
この彷徨
は、静止し
ているそれ
である

35�そして、彼
の彷徨は「真理
の平原（『パイド
ロス』248b）で
行なわれ、ここ
から彼が逸脱す
ることはない

36�彼は全体を
しっかりととらえ
ていて、それを
自分が動くため
のいわば場所と
するのである

36�そして、この
<場所>は、これ
がそれの場所
であるところの
もの（英知）と同
じものなのであ
る

38�そして、この
平原は多様で
あるが、それは
まさに英知が通
って行くためで
ある

38�もしもこの平原が、
あらゆる所でしかも常に
多様であるのでなけれ
ば、多様でない限りにお
いて、英知は静止して
いるのであり、そして静
止しているならば、観な
いのである

40�したがって
また、もし彼が
いつか立ち止ま
るならば、すで
に観てしまった
のでもないので
ある

41�そしても
しそうであ
れば、英知
はもはや存
在しないの
である

42�だから、
英知はノエ
ーシス（観：
直知）であ
る

42�そして、この観は動
きの全体であり、実有
の全体を満たしており、
そして実有の全体は観
の全体であって、生命
の全体を包括しており、
次々と常に他なるもの
である

43�そして、それの
部分で、何であれ
同じであるものは、
また異なるものでも
あり、人がそれを分
割するならば、その
つど他なるものが
現れるのである

45�そして、その歩みの
全体が生命を通り、そ
の全行程が諸々の生き
ものを通って進み行く
のであり、それはあたか
も大地を通って行く者
には、彼が通過するす
べてが大地であるごと
くである

46�その大
地はさまざ
まな差異を
もっている
のだが

47�そしてかの
所でも、英知が
通過する生命は
同一であるが、
しかし常に異な
る生命であるの
だから、同一で
はない

48�けれども
英知は、同
じでないも
のたちを通
って常に同
じ行程を歩
むのである

48�なぜな
ら、（英知は
場所を）移ら
ないのだか
ら

49�そして、
他のものた
ちのもとに
は、<同じあ
りさまで、同
じふうに>と
いうことが同
居している
からである

50�なぜなら、他のもの
たちのところに<同じあ
りさまで、同じふうに>と
いうことがなかったなら
ば、（英知は）全く怠惰
であり、活動においてあ
るものも活動を、どこに
も存在しないことになる
だろうから

これが英知が
動くことの理由
になるだろう
か？英知は溢
れ出すゆえに
動くという考え
の方がマッチ
するのではな
いか

53�しかし
英知自身が
その<他の
もの>でもあ
り、したがっ
て彼自身が
全体である

53�もし彼
が彼自身で
あrば全体
であり、全
体でなけれ
ば彼自身で
はない

54�だがもし彼自身が
全体であり、しかもすべ
てのものであるゆえに
全体であり、<すべての
もの>へ寄与しないもの
は何もないとすれば、
彼のいかなる部分も<
他でないもの>ではな
い

56�どの部
分も、他で
あることによ
り寄与する
ためである

56�なぜなら、もし他で
なくて何らかのものと同
一であれば、その部分
は自己固有の本性を英
知の完成のために提供
しないので、英知の本
質を弱小化するであろ
うから

5�もしそれが何か一つ
のものではあるが、多
様な一つのものではな
いならば、それは原理
ではないだろうし、また
生じるものも、（いぜん
としてなお）素材のまま
であるだろう

6�なぜなら、原理が素
材のあらゆる個所に浸
透して、素材のいかな
る部分も同じであること
を許さないまでに、原理
が<すべてのもの>とし
て発現するにいたって
いないからである

9�たとえば
顔は一つの
物塊ではな
くて、鼻もあ
り目もある

9�さらに鼻にし
ても、単一なも
のではなくて、
それが鼻であろ
うとする限りは、
それの各部分
はそれぞれ異
なっている

10�なぜな
ら、鼻がた
だ単に一つ
の何かであ
るならば、そ
れただの物
塊にすぎな
いだろうから

12�そして、
同様に英知
の内にも無
限定のもの
があるので
ある

12�なぜなら、英知
は多なる一としての
一であって、一つの
物塊のごときもので
はなく、それ自身に
おいて多なる原理
のごときものだから
である

14�つまりそれは、
英知という一つの
形、いわば一つの枠
の中に、その内部に
（多数の）枠をもち、
さらにその内部に形
態と能力と直知を
含んでいるのである

15�しかもこ
の区分は、
直線的では
なくて、常に
内へ内へと
行なわれる
のである

16 たとえば、
生きものの全体
が、それによっ
て包摂される
諸々の生きもの
の本性へと区分
され、さらに後
者が別の本性
へと

ーー常によ
り小なる生
きものの本
性と、より小
なる能力へ
ーー

区分され、
最後に不可
分の種に到
達して（区
分が）停止
するのであ
る

20�ところで、
（英知に）内在
するこのような
区分は、一体と
なってはいるが
互いに入り乱れ
たものたちのそ
れではない

20�ところで、
（英知に）内在
するこのような
区分は、一体と
なってはいるが
互いに入り乱れ
たものたちのそ
れではない

21�むしろこれ
は、世界にみな
ぎると（エンペド
クレスによって）
言われているあ
の友愛（エンペ
ドクレス『断片』
B17,7）なので
ある

22 ただし、
この世界の
内のそれで
はない

22�なぜなら、
後者は（前者
を）模倣してい
るのだし、互い
に隔たるものた
ちの間の友情に
すぎないのだか
ら

23�他方、
真実の友愛
とは、あらゆ
るものが一
つであり、決
して引き離
されないこと
である

24�しかるに、こ
の天の内にある
ものは（憎しみ
によって）引き
離されている、
と（エンペドクレ
ス）は言う

2�そして、
他のすべて
の生を軽蔑
しないだろう
か

4�なぜなら、その他
のーー下方のーー
生は暗黒であり、矮
小であり、朦朧とし
ていて、安っぽく
て、純粋でなくて、
かえって純粋な生
を汚染するものであ
るから

5�そして君がもしこ
れらの生に注目す
るならば、もはや純
粋な生は目に入ら
ないだろうし、すべ
ての生が一緒にあ
るあのような生を生
きることはできない
だろう

7�すなわち、そ
れの内では生き
ていないものは
何もなく、すべ
てが純粋に生
き、いかなる悪
ももたないよう
な生を

8�なぜな
ら、悪はここ
にあるのだ
から

9�そのわけ
は、ここには
生命の痕跡
と英知の痕
跡があるに
すぎないの
だから

かのものは善であって英知を産み出した

9�他方、か
の所には原
型が、彼（プ
ラトン）のこ
とばでは「善
めいたもの」
があるのだ

10�というの
は、（英知
は）諸々の形
相において
善をもつか
らである

12�なぜなら、
かのものは善で
あるが、このも
の（英知）は、観
照の内に生きる
ことによって善
いものであるの
だから

13�また、英
知によって
観照される
ものたち自
身も、善め
いたもので
ある

13�英知は
これらのも
のを、善の
本性を観照
した時に獲
得したので
ある

14�ただし、これら
のものは、かの所に
あったままのものが
彼の内にやって来
たのではなくて、彼
自身が受け取った
ふうに（英知の内に
ある）

15�なぜなら、始原
がエケイノス（かの
もの）であって、か
のものからこのもの
（英知）の内に生じ
たのであり、このも
のはかのものによっ
てそれらを作り出し
た者なのである

17�というのは、か
のものを注視しな
がら何も観ないとい
うことは（許されない
し）、かといってま
た、かのものの内に
あるものを観るとい
うことも許されない
ことであった

18�なぜな
ら、英知自
身がそれら
を産み出し
たことには
ならないだ
ろうから

19�だから英知
は、産み出すた
めの力と、彼が
自分の産みの
子たちで満たさ
れるための力
を、かのものか
ら得たのである

20�これらをか
のもの自身は持
っていなくて、し
かもかのものが
彼に与えたので
ある

20�そしてこ
れらは、一
つであるか
のものから
出て、彼に
おいて多と
なったので
ある

21�なぜなら、
彼は獲得した力
を保持すること
ができずに、細
切れにし、一つ
の力を多なるも
のとなした

22�それは、
こうすること
によって、少
しずつ順ぐ
りに、彼が
担うことが
できるため
であった

23�さてそこ
で、何であ
れ彼が産み
出したもの
は、善の力
から出たの
であり、善め
いたもので
あった

24�そして、
彼自身も善
めいたmの
たちから成
り立ってい
て、善い者
であり、多
様な善であ
った

25�だから、
もしだれか
が彼を生き
ている多様
な一つの球
にたとえる
ならば

ーーそのばあい、それを何か全体が一つの顔
であるもので、しかも多数の生きた顔で輝いて
いると想像するにせよ、あるいはまたすべての
清らかな魂たちが一つ所に集まったもので、彼
らには何一つ不足がなく、自分たちに属するも
のはすべて持っており、しかも彼らの頂点には
全体的英知が座を占めているので、その場所
は英知的な輝きで照らされtいると表象するに
せよーー

いやしかし、
このように
表象する人
は、他者とし
て他者を何
かこう外側
にいて眺め
ていることに
なるだろう

32�だが人
はむしろ、
自分自身が
かのものと
なることによ
って、自己
自身を観照
しなげれば
ならないの
である

5�さて（かの世界では）、それ
ぞれのものが一つのエイドス
（姿）であって、それぞれが自
己固有のいわば刻印を有して
いるのだが、しかしいずれも善
に似たものであって、すべての
ものに共通のものを、すべての
ものがもっているのである

7�だから、それぞれの
ものがすべてのものに、
共通のものとしてのオ
ン（有）をもっているし、
また共通の生命がすべ
てのものにそなわって
いるので、それぞれが
生きものをもっている

8�そして、さ
らにその他
のものを多
分もってい
ることであろ
う

8�しかし、それ
らが善いもので
ある限りにおい
ては、それらが
それによって善
いものであると
ころのそのもの
は何であろうか

10 では、この
ような考察のた
めには、次の点
から出発するの
が多分有効で
あるだろう

10 そもそも英
知が善のほうを
見たまさにその
時に、かの一者
を多なるものと
して観たのであ
るか

11�そして
彼自身も一
つのもので
ありながら、
彼（善）を

ーー彼の全
体をひとま
とめに観る
だけの力が
ないので、
自分の手も
とで彼を分
割してーー

多なるもの
として観た
というわけな
のか

14�いやし
かし、彼は、
かのものを
眺めた時に
は、まだ英
知ではなか
ったのだ

14�いやし
かし、彼は、
かのものを
眺めた時に
は、まだ英
知ではなか
ったのだ

14�彼は
非英知
的に眺
めたの
である

15�いや
むしろ、
こう言う
べきで
あろう

15�彼は一度も
見さえしながっ
たのであって、
単にかのものに
もたれて生き、
かのものにより
かかり、かのも
のほうへ向いて
いたのである

18�ところが、彼のこの動き
が、かの所へ向かい、かの
もののまわりで動くことによ
って、（かのものから）満た
されて、それ（英知の前身）
を満たし、もはや単なる動
きではなくて、飽満し充実
した動きとなったのである

20�そして
その結果、
彼はすべて
のものとな
った

20�そして、
そのことを
彼は自己を
知覚するこ
とによって
認識し、ここ
で初めて英
知となった
のである

21�つまり彼は、後に彼
が見るであろうものをま
ず持つために満たされ
て、それらを光によって
見たのだが、この光を
も、それらのものを与え
た者（善）から彼は受け
取ったのである

24�それゆえに、か
の者は単に実有の
（原因）であるばかり
か、実有が見られる
ことの原因者でもあ
ると（プラトンによっ
て）言われているの
である

25�つまり、あたか
も太陽が感覚対象
にとって見られるこ
とと生成することの
原因者であるととも
に、ある意味ではま
た視覚の原因者で
もあるように

ーーだから
こそ太陽自
身は視覚で
もなく生成
するもので
もないのだ
がーー

同様に善の本性もまた
実有と英知との原因で
あるばかりか、かの所
での見られるものたちと
見るものとに対しては
光に相当するものでも
あって、それ自身は有
るものでもなく、英知で
もなく、

これらのものの
原因者であり、
自己の光によっ
て、有るものた
ちと英知とに、
観ることと観ら
れることを可能
にしてやるので
ある

32�だから英知は、
満たされることによ
って生まれたのであ
り、満たされて初め
て（英知として）存
在したのであり、完
成せしめられたと同
時に（諸有を）見た
のである

33�そして英知の始
原は、一つにはあの
満たされる以前に
存在していたもので
あるが、しかしまた
いわば外から満たし
たもの（善）も、もう
一つの始原であっ
た

35�後者か
ら英知は満
たされること
において、い
わば刻印さ
れたのであ
る

4�むしろ、この
類いのものにお
いては、与える
者はより偉大で
あり、与えられる
ものは与える者
よりも卑小であ
る、と考えねば
ならない

6�有るもの
の領域で
は、生成は
そういうふう
なものであ
る

7�というのは、現実
的なものが（可能的
なものより先に）ま
ず存在しなければ
ならないのだが、後
のものは可能的に
のみ自己の先のも
のである

8�そして、第一
位のものは第二
位のものたちの
かなたにあり、
与えるものは与
えられるものの
かなたにある

9�なぜな
ら、与えるも
のはより卓
越したもの
なのだから

10�さてそこで、もし
何かがエネルゲイ
ア（活動）よりももっ
と先のものであるな
らば、このものは活
動のかなたにあり、
したがってまた生命
のかなたにあるわけ
だ

12�それゆえ、もし
生命がこのもの（英
知）の内にあるとす
れば、与えた者は
生命を与えたのだ
が、その者自身は
生命よりももっと美
しく、さらに価値ある
ものである

13�だから、なるほど英
知は生命を得たのだ
が、それを与えた者が
多様なものである必要
がなかったのであり生
命は、かのもの（一者）
の何か痕跡であって、
かのものの生命ではな
かったのである

15�さてそこで、こ
の生命がかのもの
のほうを眺め始めた
時には、それはアオ
リストス（無限定）の
ものであったのだ
が、かの所を眺め
た時に限定された
のである

16�かのも
の自身はホ
ロス（限定）
を持たない
けれども

16�というのは、この
生命は、或る一つの
もののほうを見るが
早いか、すぐさまこ
のものによって限定
されて、自己の内に
限定と境界と姿を
持つのである

19�そしてこの
姿は、形成され
たものの内にあ
るだけで、形成
したもののほう
は無形であった

19�またこの限
定は、いわば或
る大きさの周囲
に置かれたよう
な外面的なもの
ではなくて、あ
の豊富で無限
な生命全体の
限定であった

21�というの
も、この生
命はそのよ
うな本性か
ら輝き出た
のだから

22�しかし、
それは、或
る一定のも
のの（生命）
ではなかっ
たのである

23�なぜな
ら、そうであ
れば、それ
はすでに不
可分なもの
の（生命）と
して限定さ
れたことに
なるから

23�けれど
も、それはと
にかく限定
されたので
ある

23�したがっ
てそれは、
或る多なる
一つのもの
の（生命）と
して限定さ
れたのだ

ーーそして
この多を成
す一つ一つ
も限定され
たのである
ーー

つまり、一方でその
生命の豊富さのゆ
えに多なるものとし
て限定され、他方で
またホロス（限界）
のゆえに一つのもの
として限定されたの
である

26�では、そ
の「一つのも
のとして限
定された」と
は、何ものと
してなのか

27�英
知として
だ。

27�なぜな
ら、限定され
た生命が英
知なのだか
ら

27�では、
「多なるもの
として」と
は、何ものと
してなのだ

27�多数の
英知として
だ。

27�だから、
すべてのも
の（万有）は
諸英知であ
る

27�つまり、
全体として
は一つの英
知で、それ
ぞれは個々
の英知なの
である

28�しかし、全
体的英知がそ
れぞれを包摂す
るとして、いった
いそれは同じも
のであるそれぞ
れを包摂するの
か

29�いや、そ
うだとする
と、ただ一
つ（の英知）
を包摂する
ことになる
だろう

29�だから、
（諸英知が）
多である以
上、差異が
なければな
らない

31�それで
はさらに、い
ったいどの
ようにしてそ
れぞれが差
異をもつに
いたったの
か

32�いや、そ
もそもそれ
ぞれが一つ
（の英知）に
なったという
ことにおい
て、すでに
差異をもっ
ていたのだ

32�というの
は、どの英
知を取って
みても、そ
の全体は
（他の英知
と）同じでは
ないのだか
ら

32�だから、生命は、あ
らゆる能力（可能性）で
あったし、そこから発し
た見る働きは、すべて
のものへの能力であっ
たが、英知は、まさにす
べてのものとして出現
したのである

34�他方、
かのもの
（一者）は、
それらの上
に座してい
る

34�そこに
自己の座を
もとうとして
ではなくて、
第一位の諸
形相の形相
を座せしめ
るためにで
ある

35�かのも
のは無形相
ではあるが

37�また英
知は魂に対
して、ちょう
どかのもの
が英知に対
してそうで
あるように、
光となる

37�そして、英
知が魂を限定
する時には、自
分が得たものの
痕跡を魂に与え
ることによって、
ロギケー（理性
的）にするので
ある

40�だから
英知も、か
のものの痕
跡なのであ
る

40�しかし
英知は形相
であり、広
がりと多に
おいてある
もので、か
のものは無
姿無形相で
ある

41�なぜな
ら、それでこ
そ、かのも
のは形相を
作り出すの
であるから

41�これに
反して、もし
かのものが
形相であっ
たならば、
英知はロゴ
ス（条理）で
あったことだ
ろう

42�だが第
一位のもの
は、いかな
る意味でも
多であって
はならなか
ったのであ
る

43�なぜなら、
（多であるなら）
それの多は、其
れより更に、別
の前者に依存
せねばならなか
っただろうから

4�それ
はこうだ

4�善から出て来
たすべてのもの
は、かのもの
の、いやむしろ、
かのものから
の、痕跡と刻印
を帯びていると
すれば

ーーちょうど火
から生じたもの
は火の痕跡を、
また甘みから生
じたものは甘み
への痕跡を帯び
ているようにー
ー

そして生命もかのものから出て英
知の内へ到来するのであれば、[と
いうのも、生命はかのものより出た
活動から生じたのだから］、そして
英知もかのものによって存在する
のであり、諸形相の美もかのものの
もとから来たのだとすれば、すべて
のものは善めいたものであるだろう

8�すなわち
生命も、英
知も、イデア
も

8�しかし、
共通のもの
は何なのか

8�というの
は、かのも
のから出た
ということだ
けでは、同
じであるた
めには十分
ではない

9�なぜな
ら、それら自
身の内部に
共通のもの
がなければ
ならないの
だから

10�というのは、同じも
のから同じでないもの
が生じることが、いやそ
ればかりか同じ仕方で
与えられたものですら、
受け取る側の内では異
なるものとなることもあ
りうるのだから

12�なぜなら、第一の
活動を構成するために
与えられたものと、第一
の活動に対して与えら
れるものと、さらにこれ
らの上に与えられるもと
とにしてもそれぞれ別
のものなのだから

15�いや、そのそれ
ぞれにおいて善め
いたものが存在す
ること、とはいえ或
るものにおいてはよ
り多くそうであること
を何ものも妨げない
だろう

16�では、そ
こにおいて
最も善めい
たものが存
在するのは
何か

16�いやそ
の前に、次
の点を見て
おくことが必
要である

16�いったい
生命が、こ
れそのもの

ーーつまり
単独で観ら
れた、剥ぎ
取られたむ
き出しの裸
の生命ーー

としての生
命が善いも
のであろう
か

17�いや、か
のものから
出た生命と
して（善いも
の）なのだ

17�そして、
かのものか
ら出たもの
とは、ある性
質の（生命）
ということ以
外の何であ
ろうか

18�では改
めて、ある
性質の生命
とは何なの
か

19�それは、
善の（生命）
である

20�しかしそ
れは、かの
ものの（生
命）ではなく
て、かのも
のからの（生
命）であった

20�だが、あの生命の内に
は、かのものから出た真実
の生命が流入し、存在して
いるのであれば、そしてか
のものから出た何ものも無
価値ではないとすれば、さ
らにまた、それは生命であ
る限りで善いものであると
言うべきであれば、

とすると必然的
に英知について
も、つまり真正
の、あの第一位
の英知について
も、それは善い
ものであると言
わねばならない

25�また形相の
それぞれが善い
ものであり、善
めいたものであ
ることも、明らか
である

26�つまり、
各形相が何
か善いもの
をもっている
限りにおい
てである

26�共通の善い
ものにせよ、む
しろそれぞれ異
なるものにせ
よ、第一次的な
ものとそれに続
く第二次的なも
のにせよ

27�というのは、
それぞれがす
でにその本質の
内に何か善いも
のをもち、このも
のによって善い
のであることを
われわれは承
認したのだから

ーーというのは、生命も
善いものであったし、
［ただし、一般的にでは
なくて、真正の生命と
言われた限りのもの
で、かのものから出た
限りのものがである
が］、真実の英知も善い
ものであったからーー

31�それら
の内に何か
同じものが
見出されね
ばならない
はずである

32�なぜなら、互い
にちがうものたちで
あっても、同じもの
がそれらに述語され
るのであれば、それ
らの本質の内にこの
（同じ）ものが内在
している事に何の不
都合もない

33�とはい
え、このもの
をことばの
上で分離し
て取り出す
ことは可能
である

34�たとえば人と馬との
ばあい、<動物を>、ま
た水と火とのばあいは、
<熱いもの>を、前者
（動物）は類として、後
者（熱いもの）は第一次
的に（火に）あるものと
第二次的に（水の内に）
あるものとして

36�さもなければ、
両者は多義的に（動
物あるいは熱いもの
と）、また（直知界
の）それぞれのもの
は善いものと呼ばれ
ることになるだろう
から

38�では果
たして、あ
のものたち
の本質の内
に善が内在
しているの
だろうか

39�いやむ
しろ、それ
ぞれの全体
が善いもの
なのである

39�善は一
個所に局限
されないの
だ

40�する
と、善は
どのよう
にして存
在する
のか

40�諸
部分に
分かれ
て存在
するの
か

40�だが
善は不
可分で
ある

40�むしろ、善
そのものは一つ
であるが、特定
の様態において
はそれぞれ異
なる特定のもの
として存在する
のだ

41�なぜなら、第一
の活動（生命）も善
いものであり、それ
が限定されたもの
（かの世界の全体）
も善いものであり、
この両者を合わせ
たものも善いもので
あるのだから

42�そして、その一
つは善によって生じ
たゆえに、一つは善
に由来するコスモス
（秩序）であるがゆ
えに、また一つは、
この二つの(善い)も
のを合わせたもの
であるがゆえに

44�かくし
て、かのも
のに由来す
るのだが、
いかなるも
のも同じで
はない

45�それはたとえ
ば、同一の人間から
出る声や足さばきや
その他のものが、
（互いに異なるけれ
ども）すべて整然と
一致しているような
ものである

47�しか
し人は
次のよう
に答え
ることも
できよう

47�このば
あいには、
秩序整然た
らしめる全
体が、秩序
が臨むもの
たち

ーーこ
れらは
異なる
のだが
ーー

の所へ外部
からやって
来るのであ
るが、他方
あのばあい
には、それら
自身もまた
（善いものな
のである）

49�しかし、
なぜそれら
自身もなの
か

49�というの
も、かのも
のから出た
のだという
理由で納得
してしておし
まいにすべ
きではない
のだから

50�なぜなら、なるほど
かのものから出たもの
は価値あるものである
ことは認めねばならな
いが、しかしこの論が求
めているのは、それらの
ものの善きは何に存す
るのか、ということなの
だから

19
1 さてそれ
では、われ
われはこの
判定をエペ
シス（希求）
と魂とに委
せるべきだ
ろうか

2�そしてこれ（魂）のパ
トス（情感）を信頼して、
これにとってエペトン
（望ましい）ものを善と
定めるべきであり、なに
ゆえに（魂がそれを）希
求するのかは、もはや
探求すべきではないの
だろうか

4 そしてそれぞれ
のものが何である
かについては、われ
われは論証を提出
すべきであるが、善
だけは（魂）の希求
にゆだねるべきなの
だろうか

6�しかしお
かしなこと
が多数われ
われの前に
現れ出るで
あろう

6�第一に、
善もまた対
象の一つで
ある

7�第二に、
希求をもつ
者は多数存
在しており、
そして異な
る者は異な
るものを希
求する

7�とすると、
どのようにし
てわれわれ
はより善い
かどうかを、
希求する者
を拠り所とし
て決定しう
るだろうか

8�しかもお
そらく、善を
知らない限
り、<より善
いもの>をも
われわれは
認識しえな
いであろう

10�しかしそ
れでは、わ
れわれは善
をそれぞれ
のもののア
レテー（完
全性）と定
義すべきだ
ろうか

11�しかしそう
だとするとわれ
われは、イデア
と（イデアから出
て各個物に内
在する）ロゴス
（原理）へ行き
着くだろう

12�これは
正しい行程
ではある

12�しかしそこ
へ行き着いてか
ら、これら自身
はどうして善い
のかを探求する
段階で、われわ
れはどう言うべ
きだろうか

13�というのは、
一方、比較的劣
ったもの（この世
界の善いもの）
においては、わ
れわれはこのよ
うな本性を

ーーそれは第一
次的な形では
存在しないの
で、純粋な状態
にはないけれど
も、もっと劣った
ものとの比較に
おいてーー

あるいは認識しうる
でもあろうが、他
方、劣悪なものが
何一つなくて、より
善いものたちがそ
れ自身だけで存在
しているところで
は、われわれは困
惑するだろう

17�すると、われわれのこの論
は<なぜ>を求めているのだ
が、これら（イデア）はこれら自
身によって善いものであるの
で、<デイオナイ（なぜ）>は<ホ
テイ（そのこと）>（現に善くあ
る）にほかならず、まさにこのゆ
えに困惑が生じているのだろう
か

19�なおまた、たと
え他のものがーー
神がーー原因であ
るとしても、言論が
そこへ参入しないの
であれば、同様の
困惑が残ることにな
ろう

21�とはい
え、断念す
べきではな
い

21�もしわれ
われが別の
道を進むな
らば、何か
がどうにかし
て現れるか
も知れない
とすれば

20
1 さてそこで、われわれ
はさしあたって、（善と
は）何であるか、あるい
はどのようなものである
かの決定に関して、オ
レクシス（欲求）を信用
しないのだから、

果たして判断
へ、そして諸事
物間の対立へ
（拠り所を求め
て）向かわねば
ならないのだろ
うか

5�たとえば秩序
と無秩序、均整
と不均衡、健康
と病気、姿形と
不格好、有と
減、一般に成り
立っていること
と消失

8�というのも、こ
のそれぞれの
組のうちで、先
のものが善の相
を帯びているこ
とをだれが抗う
だろうか

8�しかしそうで
あれば、これら
を作り出すもの
たちをも「善の
部類に」入れる
ことが必然であ
る

9�とすると、徳
も英知も生命も
魂もー少なくと
も思慮のある
（生命と魂）はー
善相を帯びてい
るだろう

10�したがっ
てまた、思
慮ある生命
が希求する
ものも（善い
ものであろ
う）

12�それでは、
どうしてわれわ
れはーとだれか
が言うだろうー
英知までで立ち
止まって、この
もの（英知）を善
と定めてはいけ
ないのか

13�というのも、
魂と生命は英知
の痕跡であり、
魂はこれ（英知）
を希求している
のだから

14�だから、
魂は判断
し、かつ英
知を希求す
るのだ

14�そして魂は、正義を
不正義よりも善いもの
だと判断し、そして各種
の徳を（対応する）種類
の悪徳よりも善いと判
断し、しかも選択能力
が選び取るのと同一の
ものを、より価値あるも
のとするのだ

17 しかし、仮にも
し魂が英知だけを
希求するのであれ
ば、次のことを示す
ために、多分もっと
多くの論を必要とし
たことであろう

18�すなわち、英知が最終
的なものではなく、すべて
のものが希求しているのは
英知ではなくて、善をこそ
すべてのものが（求めてい
る）ということを（「善とは、
万物が希求するものであ
る」アリストテレス『ニコスマ
ス倫理学』I7,1,21-22）

19 また実際、英知
をもたないものがす
べて英知を得ようと
求めるわけではな
いし、また英知をも
つものがすでにそこ
で停止するのでは
なくて、さらに善を
求めるのである

21�また英知を
ロギスモス（思
考）から出発し
て求めるが、善
をロゴス（理論）
以前にも求める
のである

22�さらに生命をも希求し、
常に存在し活動することを
も希求するとすれば、希求
されているものは英知であ
る限りでの英知ではなく
て、善いものである限りで
の、善から出て善へ導くも
のである限りでの英知であ
るだろう

24�というのは、
生命についても
同様のことが言
えるのだから

21
1 では何が、一つ
のものでありなが
ら、これらすべての
ものの内にあって、
このそれぞれを善
いものとしているの
か

3�では、あ
えて次のよ
うに言おう

3�英知とあ
の生命は善
めいてい
て、善めい
ている限り
で、これらに
対しても希
求が向かう
のである

4�善めいていると私
が言うわけは、一方
は善の活動、いやむ
しろ善から出る活動
であり、他方は、す
でにその活動が限
定されたものだから
である

6�そしてこれら
は輝きに満ちて
いて、魂によっ
て追い求められ
るのだが、それ
は魂がそこから
来ていて、そし
て再びそれらへ
帰るからである

7�だから、魂は
それらを親近的
なものとして、し
かし善としてで
はなく求めるの
である

9�［ただし、それ
らは善めいたも
のであるので、
この点でも軽ん
じられるべきで
はないが］

10�というの
は、親近的
なものは、
善ではなく
ても親近的
なのである
から

10�しかしまた
或る魂は、遠く
下方にある他の
ものが動かすこ
ともありうるの
で、親近的なも
のから逃げ去る
のである

12�しかし、それら（生
命や英知など）に対する
強烈な愛が生じるの
は、それらがまさにそれ
らである時ではなくて、
それらがすでにそれら
であるうえに、かのとこ
ろからさらに別のものを
受け取る時である

15�というのは、
あたかも物体の
ばあいに、光が
混入しているの
だが、にもかか
わらず、それの
色が

ーつまり
光がー

顕わになるためには、さらに別
の光を必要とするように、まさに
同様にかの所のものたちのば
あいにも、それらは多くの光を
含んではいるのだが、それらが
それら自身によっても、他者に
よっても見られるためには、別
のもっと優れた光を必要とする
のである

22
1 さてそこで、この
光をだれかが認め
たばあいには、その
時彼はそれらへ惹
き付けられ、それら
の上にみなぎる光
に目を奪われて歓
喜する

2�あたかも、こ
の地上の肉体
に関しても、愛
は奥に横たわる
へではなくて、
それらの表面に
輝く美へと向か
うように

7�なぜなら、そ
れぞれのものは
それ自身におい
ては、それがま
さにそれである
ところのもので
あるのだが、

それが好ましいもの
となるのは、善がそ
れを一面に彩って、
いわばカリス（魅力）
をそれに与え、また
希求する側のもの
にはエロース（恋
情）を与えるからで
ある

9�だから魂は、かの所
から流れ出るものを自
分の内に取り入れて刺
激され、バッコス神の乗
り移った状態となり、む
ずむずとした物狂おしさ
に満たされ、かくして魂
は愛と化するのである

11�それ以前に
は、魂は英知に
さえも、美しさは
あるのだが、惹
きつけられはし
ない

12�なぜなら、それの美しさ
は、善の光を得るまでは無
活動なのであり、魂は自分
から「あおむけにひっくり返
って『パイドロス』」どんなも
のにも関心を示さず、たと
え英知が現前していても、
それに対して無感動なので
ある

15 しかし、かの所からいわば熱の
ようなものが魂の内に入って来た
後では、魂は力を得て、目覚めて、
それこそ文字通り翼が生えて、な
るほど周辺の身近のものにも目を
見張るけれども、しかし別のもっと
偉大なものへと、いわばムネーメー
（想起）によて高く飛翔するのであ
る

19�そして魂は、現
前するものよりもも
っと上位のものが何
かある限りは、愛を
授けたものによって
高められて、自己の
本性によって高く上
昇する

20�だから、魂
は英知をも踏み
超えて昇って行
くのだが、しか
し善を超えて突
き進むことはで
きない

21�それを超え
たところに位置
するものは何も
ないからである

22�他方、もし魂が
英知の内にとどまる
ならば、なるほど美
しくて荘厳なものを
観るだろうが、しか
し求めるものをまだ
完全に手に入れた
わけではない

23�なぜな
ら、魂は、い
わば美しく
はあるが目
を惹きつけ
ることはでき
ない顔に

ーーなぜな
ら、その美し
さには魅力
が漲って輝
いていない
からーー

直面してい
るようなもの
だからであ
る

感情的な
刺激が運
動の開始
に必要であ
るというこ
とでよいの
か？

25�だからこそ、ここで
も、美とはシュンメトリア
ー（均整）であるよりも、
むしろ均整の上に輝い
ているものであり、そし
てこれはエラスミオン
（愛らしさ）であると言わ
ねばならない

26�というのも、何
ゆえに生きている顔
には美の輝きが比
較的多くて、死ん
だ、しかしまだ肉も
均衡もくずれていな
い顔には痕跡しか
見られないのであろ
うか

30�また、肖
像にしても、
生き生きと
したものが

ーーそのほ
かの肖像が
もっと均整
がとれてい
るとしてもー
ー

より美し
いのか

32�それは、
これのほう
が、より好ま
しいもので
あるからだ

32�そして
それは、より
善めいたも
のであるか
らだ

34�そしてそれは、
魂が善の光によっ
てどういうふうにか
彩られていて、そし
て彩られることによ
って目覚めさせら
れ、軽やかになって
高く上げられ、

同時に自分がも
っているもの（肉
体）をも高揚し、
そしてこれを、
これによって可
能な限り善いも
のとし、目覚め
させるからであ
る

23
1 だから、かの所で
魂が追い求めるも
のは、英知に光を提
供するものであり、
そして自己の落下
した痕跡を動かす
ほどのものである

2�実際、それがこのよう
な力をもち、自分に引き
寄せ、あらゆる彷徨から
呼びもどして、自分のも
とで安らわせることがで
きるとしても、決して驚
くには当たらない（『国
家』VII 532e, 「善のも
とで安らう」）

 参考「あな
たの内に
憩うまで
は」、アウ
グスチヌス
『告白』

4��なぜなら、一
切のものが或る
ものから出て来
たのであれば、
これより強大な
ものは何もな
く、あらゆるもの
が劣っているの
だから

6�そして、存在
するもののうち
で最も優れたも
のが、どうして
善そのものでな
いだろうか

8�しかもまた、もし善と
いう本性は最も自己充
足的であり、他のいか
なるものをも何一つ必
要としないにちがいない
とすれば、このもの以外
の他の何を人は見出し
えようか

9�このものは他のす
べてのものよりも前
に、本来それである
ところのものであっ
たのだし、その時に
は悪もまだ全然存
在していなかったの
だから

12�またもし悪は後
で、このものにいか
なる点でもあずから
ないものの内に、つ
まり末端のものの内
に生じたのであり、
この悪の

ーーより劣っ
た方向への
ーー

向こう側にはもう何
も存在しないのだと
すれば、悪はまさに
このものに対して相
反するのであり、中
間のいかなるものと
も正反対の関係に
はないのである

13�したがっ
て、善はこ
のものでな
ければなら
ない

15�なぜなら、そも
そも善は全く存在し
ないか、それとも必
ず存在するのだと
すれば、ほかのもの
ではなく、このもの
であるか、どちらか
である

16�しかしも
しだれかが
善は存在し
ないと主張
するのであ
れば、悪も
存在しない
ことになる
だろう

17�とすると、選択
という観点からは本
性的に無差異（アデ
ィアフォラ、とは善で
も悪でもないもの、
キュニコス派やスト
ア派の用語）のもの
であるだろう

17�しかしこ
れはありえ
ないことで
ある

18�そして、人びと
が善いものと呼ぶ
他の諸々のものは、
このものに由来する
のだが、このものは
何ものにも由来しな
いのである

19�では、そ
れがこのよ
うなものだ
としても、い
ったい何を
なすのか

20�それは
英知を作り
出し、生命
を作り出し
た

20�そして、これ
（英知）から魂た
ちを、またその
他条理、あるい
は英知、あるい
は生命にあずか
ら限りのすべて
のものを作り出
したのである

21�とすると、これら
のものの「源泉にし
て始原」であるもの
が、どういうふうに、
そしてどれほどまで
に善であるかをいっ
たいだれが言えよう
か

23�しかし、
そのものは
今は何をし
ているのか

23�今あの
ものたちを
保全してい
るのだ

23�そして英知を吹きこ
み、生命を吹きこむこと
によって、諸々の直知す
るものを直知せしめ、
諸々の生きものを生か
しめ、また何かが生きる
ことができないばあいに
も、それを有らしめてい
るのである

24
1 だが、わ
れわれに対
しては、そ
のものは何
をなすのか

2�いやわれわれ
はもう一度あの
光を取り上げて
論じてみようで
はないか

2�英知がそれに
よって照らさ
れ、また魂もそ
れにあずかって
いるところの、あ
の光は何である
のかを

3�いや、その点
は今は後回しに
して、次の諸問
題を先に考察す
るのが適当であ
ろう

5�(a)いったい
善は、他者にと
ってエペトン（望
ましいもの）であ
るという理由
で、善いもので
あり、また善いも
のと呼ばれもす
るのであろうか

6�そして、或るもの
にとって望ましいも
のは、その或るもの
にとって善いもので
あり、そしてあらゆ
るものにとって望ま
しいものを、われわ
れは善と呼ぶので
あろうか

7�それとも、人はこのこ
とをそれが善であること
の証拠とはなしうるだろ
うが、しかし望ましいも
の自体がこのような呼
称を正当に受け得るよ
うな本性をそなえてい
なければならにのだろう
か

10�また、(b)希
求する側のもの
は、何かを受け
取るであろうか
ら、希求するの
だろうか

11�それと
も、かのも
の自体に喜
びを感じる
からだろう
か

11�そして、
何かを受け
取るからで
あれば、そ
れは何なの
か

12�また、喜び
を感じるからで
あれば、なぜ他
の何らかのもの
にではなくて、
このものにそれ
を感じるのか

13�そしてまさ
にこの点に,
(c)いったい善
は親近なもので
あることによっ
て善であるの
か、それとも他
のものであるこ
とによってなの
か

15�そしてま
た、(d)いったい
善は全く他者の
善であるのか、
それとも善は自
己自身にとって
も善であるのか

16�あるいは善
いものは、自己
自身に対して善
いのではなく
て、必然的に他
者にとっての善
いものであるの
か

16�また、そ
れは、どの
ような本性
によって善く
あるのか

17�また、それ
にとっては何も
のも善いもので
はないような或
る本性が存在
するのか

18�また、(e)次
のことも、これは
だれか気むず
かしい人が持ち
出しそうな議論
であるが、無視
すべきではない

19�すなわち、
「おいおい、そこ
の君たち、いっ
たい諸君は、い
ろいろな名目を
ひねくり回して
何をもったいぶ
っているのだ。

というの、い
ったい、なぜ
英知が善い
ものである
のか。

上へ下へと、や
れ生命は善いも
のである、やれ
英知は善いもの
である、されな
がら、これらの
かなたに何かが
などと主張し
て。

あるいは諸々の
形相自体を直
知する者が、そ
のそれぞれを観
想しつつ、どの
ような善いもの
を得るだろう
か。

無論、彼が欺か
れて、これらに
快感を感じるば
あいには、善い
ものだと呼ぶだ
ろうし、またその
生をも、快適で
あるのだから善
いものと呼ぶだ
ろう。

しかし、彼が快
感を感じないで
いるならば、何
ゆえにそれらを
善いものと呼ぶ
だろうか。

あるいは彼
自身が存在
することを
（善いと呼ぶ
のだろう
か）。

だが、存在
することか
ら、彼がど
のような果
実を摘むだ
ろうか。

あるいは存
在することと
全然存在し
ないことに、
何のちがい
があるだろ
うか。

ただし、自
己への愛が
その原因だ
と人が主張
するのであ
れば、別で
ある。

しかし、このばあい
には、この自然的な
欺瞞と（自己の）死
滅に対する恐怖の
ゆえに、これらを善
として立てるべきだ
と信じられるにいた
ったわけである」

25
1 ところで、(f)プラトンは、『ピレボス』
に書かれている限りでは、目的に快楽
を混ぜ合わせたのであって、善を単一
なものとはせず、単に英知のみの内に
それを置くこともしなかったのだが、こ
れはもしかしたら彼がこの困難に気づ
いて、一方、善を全く快楽へ置くように
誘惑されもしなかったが

3�しかし、こ
の者が欺か
れたばあい
には、どうな
のだ

ーーこの点
で彼は正し
かったーー

他方、快楽
を欠く英知
を善として
立てなけれ
ばならぬと
も考えなか
ったからで
あろう

6�それ（英
知）の内に
は惹きつけ
るものを彼
は見出さな
かったわけ
である

7�しかしもし
かすると、そ
ういう理由
でではなく
て、むしろ
彼がこう考
えたからで
あろう

7�すなわち、善は自己の内にあ
のような本性をもっているの
で、必然的に楽しいものでなけ
ればならないし、また望ましい
ものは、それに到達しつつある
者と、すでに到達した者とに、<
カイレイン（楽しい）>ということ
を必ず授けるにちがいない

10�したがって、<楽し
い>ことを得ない者は善
をも得ていないのだし、
またしたがって、もし<
楽しい>ことが希求する
側の者に付与されるの
であれば、第一者には
それはないわけである

11�したがっ
て、（第一者
に）善もない
のである、と

13�そしてこ
れは、おか
しくはない

13�なぜなら、彼（プラトン）自身は
第一義の善をではなくて、われわ
れの善を求めていたのであり、そし
てこれは全く別のものであり、彼か
らすると、それとは異なる善が別に
存在するのであり、それは欠陥の
ある、そしておそらくは複合的なも
のなのである

15 だからこそま
た、あの「孤立した
単独のもの（『ピレポ
ス』63b）」は、いか
なる善をも含まず、
異なる仕方で、もっ
と高次の仕方であ
るのである

17�さてそこで、(a)善
はなるほど望ましいもの
でなければならない
が、しかし望ましいもの
であることによって善と
なるのではなく、善であ
ることによって望ましい
ものとなるのでなけれ
ばならない

19�では、諸々の有るも
ののうちで、末端のもの
には、それのすぐ上の
ものが善であり、常にそ
ういう仕方で上昇して、
上位のものがそれぞれ
その下位のものとって
善であるのだろうか

20�ただしその
際、この上昇は
比例的関係を
逸脱することな
く、常により大き
い善へと進んで
行くのである

21�そしてこの
上昇は、それの
向こう側ーー上
方向へのーーに
はもはや何も見
出すことのでき
ないような最後
のものに至って
停止するだろう

23�そして、これが
第一義の（善）であ
り、真の（善）であ
り、最も本来の意味
での（善）であるだ
ろうし、その他（の
諸善）に対しても原
因であろうだろう

25�つまり、
素材には形
相が

ーーというの
は、仮にもし
素材が知覚
をもつなら
ば、（形相
を）歓迎する
ことだろうか
らーー

また肉体に
は魂が

ーーなぜな
ら（魂なし
に）肉体は
ありえない
だろうし、保
全されもし
ないだろう
からーー

また魂には
徳が（善で
ある）

27�そして、もっ
と上方にはすで
に英知が、そし
てこれの上には
われわれが第
一の本性と呼ぶ
ものが位置して
いるのである

29�実際、(b)こ
れらは、おのお
のがそれの善
であるところの
（下位の）ものの
ために、何かを
作り出してやる
のである

30�あるもの（形相）は
秩序と整然さを、あるも
の(魂)はすでに生命
を、あるもの（徳）は思
慮することと良く生きる
ことを作り出すのだし、
また英知には善そのも
のが（与えられる）

31�というのも、
英知はかのもの
から出た活動で
あるから、また
かのものは今も
光と呼ばれる何
かを与えている
のだから

32�その意
味で、善が
英知へ到来
するとわれ
われは主張
するのであ
る

33�しかし、
このもの
（光）がいっ
たい何であ
るのかは、
後で説明し
よう

26
1 実際、それに起因す
る知覚能力を生来もっ
ている者（人間など）
は、彼のもとに善が到
来するならば、それを
認識し、（善を）もってい
ると言うだろう

4�とすると、
何らかの類
似性があっ
て、これの
ために欺か
れたわけだ

到来したと
認識した
善が、善と
異なるもの
であった場
合

5�しかしそう
であれば、
かのものこ
そが彼にと
って善であ
るだろう

5�その証拠に、
かのものが到来
したならば、彼
は自分がそれに
よって欺かれて
いたものから離
れ去るだろうか
ら

7�それにまた、
かのものに対す
るそれぞれのも
のの希求と衝動
が、それぞれの
ものにとって何
らかの善が存在
することを証言
しているのだ

8�というのも、魂の
ないもののばあいに
は、他者によって善
がそれらに与えられ
るのだが、魂をもつ
もののばあいには、
希求が追い求める
ように仕向けるので
ある

9�それはちょうどま
た、死体となった肉
体が、生きている人
たちから世話と配
慮を受け、他方生き
ている者たちのこと
は当人たち自身が
心配するのと同様
である

13�善に到達したことは、彼
が何かより善いものとなる
こと、後悔がないこと、そし
て<満たされた>ということ
が彼に生じて、彼がかのも
ののもとにとどまし、もはや
他のものを求めないことに
よって証左されるのである

15�だからこ
そまた、快
楽は自足的
なものでは
ないのであ
る

15�なぜな
ら、快楽は
いつも同じ
者を喜ぶも
のではない
から

16�というの
は、快楽が
二度目に喜
ぶものは、
同じもので
はないから

16�なぜな
ら、快楽が
それにおい
て快楽を感
じる対象
が、常に異
なっている
のだから

17�だから、
人が選択す
る善が、何
らかのもの
に対する彼
のパトス（感
情）であるは
ずはないの
だ

17�だからこそまた,
これが善だと信じる
人も、人が善から得
るであろうような感
情のみを得たばあ
いに、いぜんとして
満たされないままな
のである

20�だからこそ人は、自
分が実際には所有して
いない対象にこの感情
を感じることには、たと
えば少年がそばにいな
いのに、そばにいるかの
ように楽しむことには、
耐えられないのである

21�同様にまた、私の推定では、肉
体的に満たされることを善とみなす
人びとにしても、食べていないのに
食べているかのように楽しむとか、
自分が望んでいた女性が相手では
ないのに、あるいは全然その行為
をしていないのに、性交しているか
のように楽しむことはないであろう

27
1 では、(c)そ
れぞれのものに
何が生じたなら
ば、自分に適す
るものを持つこ
とになるのか

3�ある形相
が、とわれ
われは答え
るだろう

3�なぜな
ら、素材に
対しては形
相が（適し
て）、また魂
に対しても
徳が形相で
あるのだか
ら

3�しかし、この
形相が当該事
物にとって善で
あるのは、これ
がオイケイオン
（親近的）なもの
であるからなの
か

3�そして、希求は親
近的なものへの（希
求）であるのか（善
はすべて親近的あ
るいは自己固有の
ものであるという説
がストア派にあった
SVF III86 
p21-22）

5 いや
そうでは
ない

5�なぜなら、似
たものも親近的
なものだが、そ
れを求め、似た
ものを喜ぶとし
ても、彼はまだ
善を持っている
わけではないか
ら

6�しかし、われ
われが善である
と言う時、親近
的であると言っ
ているのではな
いか

7�いや、
むしろこ
う規定
すべき
である

7 親近的なもの
よりももっと優れ
たもので、当の
ものよりももっと
善いもの

ーーそれに
向かって当
のものが可
能的にある
ところのもの
ーー

を基準とし
て、判定し
なければな
らない、と

9�というのは、可能的には、
自分がそれに向かっている
ところのものであるのだが、
（現実には）それを欠いてお
り、そして欠乏しているもの
は優れたものであるから、
これこそがそれぞれにとっ
て善なのである

12�さて、素材
はすべてのもの
のうちで最も欠
乏したものであ
って、最末端の
形相がそれに
隣接している

12�なぜな
ら、これはそ
れの上方で
すぐ次に位
置している
のだから

14�ところで、もし果た
して自己自身にとって
も善であるとすれば、そ
れの完成と形相と、そ
れ自身よりも優れたも
のとは、それにとっては
るかに大きい善であろう
だろう

16�なぜなら、これ
は、これ自身の本性
によっても、また自
分自身で善いもの
を作り出すという理
由からしても、その
ようなものであるの
だから

18�しかし、
なぜそれが
それ自身に
とって善で
あるのだろ
うか

18�自分に
対して最も
親近的であ
るからだろう
か

19�いやそう
でなくて、そ
れが何ほど
か善にあり
ついたもの
であるから
だ

19�だからこそ
また、純粋で比
較的善良な人
たちにおいて
は、自己自身へ
のオイケーオー
シス（親近性）
も、より強いわ
けだ

20�だから、(d)何ゆえ
に善である或るものが
自己自身にとって善で
あるのかを探求するの
は、まるで、それが自己
に相対する時は、自己
の本性から離脱してい
なければならない

22�自己を善と
して愛してはな
らにと言ってい
るかのようで、
奇妙である

22�ただし
かし、単一
なるものに
関しては、こ
の点を考察
する必要が
あるだろう

23�すなわち、それの内には或
る部分と他の部分という区別が
いかなる意味でも見られないも
のにおいては、自己自身への
親近性というものが存しうるの
かどうか、そして単一者はそれ
自身がそれ自身にとって善で
あるのかどうかを

25�だが、今は、もし以上のことが正し
く言われたのであrば、（われわれの）上
方への歩みは、善を或る本性に存する
者として示したのであり、かくして、希
求が善を作り出すのではなくて、善が
あるから希求が起きるのであり、そして
それを獲得した者には何かが生じ、か
つまたその獲得に伴う状態が快適なの
である

28�しかし「快楽が伴わな
いばあいにも善を選択すべ
きであるか」という問題（こ
れを肯定する、アリストテレ
ス『ニコスマス倫理学』
X2,1174a19-22）をも探
求しなければならない

28�
1 だが今はま
ず、この論から
出て来る問題を
考察しなければ
ならない

1�すなわち、もし善
として臨むものはあ
らゆるばあいに形相
であるならば、そし
て素材にとってさえ
も一つの形相が善
であるならば、いっ
たい素材が

ーー仮にも
し素材に意
志があると
してーー

純然たる形
相となること
を意志する
だろうか

4�だがもし
そうであれ
ば、素材は
自分が滅ぶ
ことを意志
することにな
るだろう

5�しかるに
すべてのも
のは、自分
にとっての
善を求める
のである

7�いやしか
し、おそらく
素材は、素
材であるこ
とをではなく
て、有ること
を求めるの
であろう

7�そしてこ
れを得るな
らば、自己
の劣悪さを
放棄するこ
とを欲する
であろう

8�しかし、
（悪）がどう
して善への
希求をもつ
だろうか

9�いや、われわ
れは素材に希
求を持たせたの
ではなくて、こ
の議論が仮定
的に（素材に）意
識を付与したの
である

10�それを与え
ても、素材をわ
れわれが保全し
うるとすれば、と
いう条件付きで

11�むしろわれわれ
は、形相がまるで善
い夢のようにやって
来ることによって、
素材はより美しいも
のの地位に置かれ
ると言っているわけ
である

12�さて、も
し素材が悪
そのもので
あるならば、
今述べられ
たようなこと
になる

12�しかしそ
れがもし別
の何か

ーーたと
えば劣
悪性ー
ー

であるならば、
素材のエイナイ
（本質）が意識
をもったばあい
に、果たして素
材が優れたも
の、つまり善に
対して親近感を
もつだろうか

15�いや、選
択する者は
劣悪性では
なくて、劣
悪にされた
ものなのだ

15�他方、も
し素材の本
質と悪とが
同一である
とすれば、ど
うしてこのも
のが善を臨
むはずがあ
ろうか

17�では、も
し悪が自己
を知覚した
ならば、自
己を愛する
だろうか

19�また、ど
うして善で
ないものが
愛されるも
のでありえ
ようか

19�というの
も、われわ
れは善を親
近的なもの
とは想定し
なかったの
だから

20�さ
て、この
問題は
これまで
としよう

21�しかし、あら
ゆるばあいに善
は形相であると
すれば、そして
より多く上昇し
たものほど、より
多く形相をもつ
のだとすれば

ーーなぜなら、魂は肉
体の形相よりもより多く
形相であり、また魂の
或る部分はもっと多く、
別の部分はさらに多く、
また英知は魂よりもより
多く形相であるのだか
らーー

善は、素材とは
反対の部分に、
そしていわば清
められ、脱ぎ捨
てた部分に接近
するだろう

25�そして、可
能な限りはすべ
ての部分に、し
かし素材に属す
る一切を脱ぎ捨
てた部分にこ
そ、最も多く（接
近するだろう）

27�したがってまた、善
の本性それ自身も、素
材全体を回避して、い
やむしろ、いかなる・で
もいかなる仕方でもそ
れに近づかないで、無
形相の本性へと逃避し
ているだろう

28�そして、
この本性か
ら第一の形
相が生じる

28�しかし、
これについ
ては後に

29
1 しかし快楽が善に伴
わないとしても、快楽以
前に何かが生じ、そし
てこの何かによって快
楽も生じるのだとすれ
ば、どうしてそれが歓迎
されるものでないだろう
か

3�いや、「歓
迎されるも
の」と言った
時に、われ
われはすで
に「快楽」と
言ったことに
なるのだ

3�しかし、
存在すると
して、存在
しているの
に、それが
歓迎される
ものでない
ことが可能
であろうか

5�もしそうであれ
ば、善が臨んでい
て、しかもその善の
所持者が知覚を有
するのに、この者が
そのこと（自分が善
をもっていること）を
認識しない、という
ことになるだろう

7�いや、認識するけ
れども、それはそれ
だけのことで、それ
をもった後で動かさ
れることはないとし
ても、いっこうに構
わないではないか

8�これは、
より節度が
ある人や、
欠乏の少な
い人ほど、
より多くもつ
のだから

9�それゆえ
第一者もま
た（快楽をも
たない）

9�その理由は、
単にそれが単
一的なものであ
るからだけでな
くて、欠けてい
るものの獲得が
快適であるから
でもある

11�しかし、(e)
この点は、まだ
残っている問題
を先に解明し
て、あの頑固な
反対論を撃退し
たならば、おの
ずから明瞭にな
るだろう

12�それは、「い
ったい英知をも
つ者が、どのよ
うな果実を摘む
から、善にあず
かれるというの
か」と問う人の
論である

14�その際この
論者は、これら
を耳にしても理
解できないの
で、何らの印象
も受けない

15�そのわけは、あるいは
彼が単にことばだけを聞く
ので、あるいはそれらの一
つ一つをまちがった意味に
理解するので、あるいは感
覚的な何かを（善として）求
めて、善を金銭その他その
類いのものと規定するから
である

17�この論
に対して
は、こう答え
るべきであ
る

17�すなわち、
彼がこれらを軽
蔑する時、彼は
自分の側でも何
かを善として規
定していること
を告白している
わけである

18�ただ彼に
は、そのことが
はっきりしてい
ないままで、こ
れらを自分自身
のもつ観念と突
き合わすわけで
ある

20�というのは、
「これではない」
と断定すること
は、「これ」に全
く無経験で、何
らの観念をも持
たない人には不
可能なのだから

21�そして
おそらくは、
まさに英知
を超えたも
のを彼は予
感している
のでもあろう

23�なおまた、もし彼が
善に、あるいはこれに近
いものに目を向けてい
ながら、それを見知ら
ないものだとすれば、反
対のものから出発して、
（善の）観念へ到達すべ
きである

24�それとも
彼は無知を
すら悪だと
考えないの
だろうか

25�けれども
万人が英知
をもつことを
望むし、英
知をもつ時
には誇るの
である

26�それに、
感覚もま
た、知であ
ろうとめざす
ことによっ
て、証言し
ている

26�さてそこで、英知は価
値ある美しいものだとすれ
ば、そして第一の英知は最
大限にそうだとすれば、こ
れの産みの親であり、父で
ある者を、人は何者として
表象するのだろうか

ーー人がも
しできるとし
て

29�そのうえまた、<有る>
と<生きる>を（善でないと
して）軽蔑する人は、自己
自身と自己のすべての感
情とに反対の証言をしてい
るわけである

30�またもしだれかが、死
がそれに混じっているという
理由で、生に対して不満で
あるとしても、彼が不満な
のは、そのような生にであっ
て、真実の生に対してでは
ない

30
1 (f)しかし善に快楽が
混じっていなければなら
ぬのかどうか、そして人
が神的なものを、とりわ
けこれらの始原を観照
したとしても、

（快楽が欠
けていれば）
まだその生
は完全では
ないのかど
うかを、今こ
こで

ーー善にわ
れわれがじ
かに接触し
つつーー

考察するの
がどうみて
も適切であ
る

5 さて、善は基
体としての知性
と、思慮するこ
とから生じる魂
の感情とから成
り立つとする説
（『ピレボス』
22a）は、

この両者の複合体を目
的とも善そのものとも定
めたわけではなくて、む
しろ英知が善であり、そ
してわれわれはその善
を所有することによって
喜ぶのだ、ということで
あろう

8�そしてこ
れは、善に
ついての一
つの意見で
あろう

10�しかし
次のような
意見は、こ
れとは異な
る別の意見
であるだろ
う

10�それは、英
知に快楽を混ぜ
合わせて、この
両者から或る一
つのものを作り
上げ、これが基
体であると定め
る

11�つまりわれ
われは、このよ
うな英知を獲得
し、あるいは観
照することにお
いて、善をもつ
のだというわけ
である

13�というのは、
孤立した単独の
ものは、善であ
ることも善とし
て選択されるも
のとなることも
ありえないから
である

15�しかし、
いったいど
のようにして
英知が快楽
に

ーー両者が
一つの本性
として完成
するふうに
ーー

混ぜ合わさ
れ得るのか

16�まず肉体の快
楽に関しては、それ
が英知に混ぜ合わ
され得るなどとは、
だれも信じないだろ
うことは、思うに万
人に明白であろう

17�しかしまた
魂の、非理性的
である限りのす
べての喜びに関
しても、事情は
同じなのである

19�しかし、す
べての活動と性
向と生には、い
わば何かその
上を流れるもの
が伴い、共存し
なければならな
いので、

ーーそしてこのもののために、或る生がそ
れ自身の生であることを許さないのだが、
しかしまた妨害をする何か相反するものが
入り混じって、その生がそれ自身の生であ
ることを許さないのだが、しかしまた別の
生のばあい、その活動は「清らかで純粋
で」あり、その生は光輝く状態にあるわけだ
がーー

そこで論者は、英知の
このような状態を歓ば
しいものであり、最も望
ましいものであると考え
たのだが、だが適切な
名称を見出せないの
で、「（英知が）快楽に
混ぜ合わされている」と
表現しているのである

26�同様な
ことを人び
とは、その
他の

ーーわれわ
れによって
今愛好され
ているよう
なーー

表現を比喩
的に用い
て、行なっ
ている

27�すなわち、「ネクタル
（神酒）に酔い」（『饗宴』
203b）とか、「宴の席へ」
（『パイドロス』247a）とか、
「ゼウスは微笑み給いき」
（ホメロス『イリアス』
V426,XV47）とか、その
他この類いの無数のことば
を詩人たちも（用いている）

30�というのは、か
の所には、真に歓ば
しいもの、最も愛す
べきもの、このうえ
なく慕わしいものが
存在するのである

31�それは生成
せず、動きもし
ないが、かの所
のものたちを彩
り、照らし、光輝
かす原因者な
のである

33�だからこそ、
彼（プラトン）
は、あの混合物
に<真実性>を
も付け加えたの
だし、またそれ
の前に<尺度>
をも持ち込んだ
のである

34�そして、彼の言
うところでは、この
混合物の均衡と美
はかの所から発し
て、この美しいもの
の内へやって来る
のである（『ピレボ
ス』64b,64r-65a）

36�したがって
われわれも、こ
れによって、こ
れの内で（善
の）分け前にで
あろう

38�しかし、
われわれに
とって真に
願わしいも
のは、別の
意味では、
われわれ自
身である

38�ーーもしわ
れわれがわれ
われ自身を自
己の最良部分
へ引き上げるな
らば、である

39�これは、
均衡のとれ
たもの、美し
いもの、複
合物でない
形相、明瞭
で英知的で
美しい生命
である

31
1 しかし、すべてのものが、それら
の前のかのもの（一者）によって美
しくされて光を得た時に、一方英知
は直知活動の輝きを得て、それに
よって本性を照らし、他方魂は、も
っと多量の生命がそれの内へ流入
したので、<生きる>ための能力を
得たのである

5 そこで英知
は、かの所へ高
く上げられて、
かの者の間近
にいることを喜
びつつ、そこへ
とどまったので
ある

2�君は、多
様な諸形相
であるそれ
らすべてを
覆う美を見
ている

6�また魂も、その能力のあ
る限りのものは、向き直っ
て、或る仕方で認識し、眺
めて、その仕方に応じて、
その眺めにうっとりとなり、
何ほどか見ることができた
その程度に応じて、驚きに
我を忘れたのである

9�そして魂は、
いわば驚愕しつ
つ眺め、自分も
内部にかの者
の何かを持って
いることに気づ
き、気持ちを動
かされて、思慕
をいだいた

10�それは、あたか
も何か愛らしいもの
の映像に心を動か
された人が、その愛
されたものの実物を
見たいという願いを
もつようになるかの
ごとくである

14�そして、あ
たかもここ地上
で、愛する人は
愛される人に自
分を似せようと
して、しなをつく
るように

−ー身体もきれいにし、心ざまも似
通わせて。というのは、愛される人
の節度その他の徳性にできるだけ
後れを取りたくないわけである。さ
もないと、彼らはそのような愛され
る人の目には軽蔑すべき人間と映
るだろうから。そして、このような人
びとだけが交わることができるわけ
だがーー

魂もまた、当初
にかの者によっ
て愛するように
動かされたなら
ば、同様な仕方
でかの者を愛す
るのである

キリスト教
の教義で
ある。それ
を言う理由
はなんだろ
うか

19�そして、この
愛を容易にもつ
ことのできる魂
は、ここ地上の
諸々の美しいも
のによって思い
出されるのを待
ってはいない

20�そして愛をもっ
たならば、もってい
ることに気づかなく
ても、常に求め、か
のもののもとへ到る
ことを願って、この
世界のものを軽蔑
するのである

24�そして、この魂がこの世界
の諸々の美しいものを眺めた時
に、それらを軽蔑する理由は、
それらが肉と物体の内にあり、
現在のその住居によって汚さ
れ、大きさによって分断され、
美しいものたちそれ自身でない
のを見るからである

26�なぜなら、あのもの
たち（イデア）が、あのよ
うなものでありながら、
物体という泥の中には
まり込んで、自分を汚し
て台なしにするようなこ
とをあえてするはずは
ないだろうから

27�しかしまた、魂がそ
れらを流れ去っていくも
のであることを見る時に
は、その時こそ完全に
魂は認識するのであ
る、それらはそれらを覆
って輝いていたものを、
よそから得ていたので
あることを

29�そこで魂
は、自分の愛す
るものを見つけ
出すことに巧み
であるので、か
の所へと駆り立
てられるのであ
る

30�そして、
とらえるまで
は、決して
退かないで
あろう

30�もしもだ
れかが魂か
らあの愛そ
のものを取
り去るなら
ば、別であ
るが

31�そして、かの所
では魂は、美しくも
あり、真実のもので
もあるすべてのもの
を見るだけではな
く、有の生命で満た
されることによって、
よりいっそう強めら
れる

32�そして、魂自身
も真実に有る者と成
り、すでに近づいて
いるので、真実の分
別を得て、以前から
求めているものをつ
いに感得するのであ
る

32
1 では、これほ
どの美とこれほ
どの生命を作り
出し、そしてま
た実有を産み
出した者は、ど
こに存在するの
か

2�そこにとど
まるのは美
しいことでは
ある

3�しかし、美の
内にある時に、
これら（諸形相）
がそこから生
じ、それによっ
て美しくあるとこ
ろのものへ目を
向けねばならな
い

5�それは、
これらのうち
のどの一つ
であっても
ならない

5�なぜな
ら、それはこ
れらのうち
の何かであ
るだろうし、
一部分であ
るだろうから

6�だからそれ
は、しかじかの
形態でも、何ら
かの力でもない
し、そこで成立
し存在する限り
の諸々の力の全
体でもない

9�否、其れ
は一切の力
を超越し、
一切の姿形
を超越して
いなければ
ならない

10�なおま
た、始原は
無形（アネイ
デオン）のも
のである

10�ただし、姿
形を欠いている
という意味では
なくて、そこから
すべての英知
的な姿形が発
生するところの
ものという意味
である

11�なぜなら、生じたもの
は、生じた以上、何かにな
るほかはなく、自己固有の
姿をもったのであるが、他
方、それを作った者がだれ
もいないようなものを、何も
のとして人が規定し得るだ
ろうか

12�だから、
このものは
有るものの
うちの何も
のでもない
が、しかしま
たすべてで
もある

13�何ものでもない
わけは、諸有がこれ
よりも後のものであ
るからだし、またす
べてであるわけは、
すべてのものがこ
のものから生じたか
らである

15 さらに、
すべてのも
のを作り出
すことので
きるものが、
どのような
大きさをもち
えようか

15�それとも
（大きさをも
つとすれば）
彼は無限で
あるだろう

16�しかし、
無限である
としても、い
かなる大き
さも彼はも
たないだろ
う

17�なぜな
ら、大きさ
は、最後の
もの（最下
位）の内に
存在するの
だから

17�それに
また、彼が
もしこれを
作り出すの
であれば、
彼自身はこ
れをもって
いないはず
である

18�また、実有
の大きさというも
のは、量ではな
いが、彼のすぐ
後の他の何かも
大きさをもつは
ずだろう

20�むしろ彼の
大きさは、何も
のも彼より強大
ではないし、何
ものも彼に匹敵
しえないという
点に存する

20�なぜな
ら、何ものに
せよ、彼の
どの点に等
しくなり得る
だろうか

21�同じも
のを何一つ
もってはい
ないのに

21�また、永久に（存在
する）ということと、すべ
てのものに（力を及ぼ
す）ということも、彼を測
る尺度とはならないし、
かといって、アメトリアー
（尺度のなさ）を彼に認
めることにもならない

23�なぜな
ら、どうして
彼が他のも
のを測り得
るだろうか

25�だから、
彼はまた容
姿をも有し
ないのであ
る

25�また実際、何で
あれ思慕の対象で
あるものの容姿も、
いかなる形質をも
君がとらええぬばあ
いにこそ、そのもの
は最も思慕される
最も魅力あるもので
あるだろう

26�そして、
それへの愛
は、測り知
れないだろ
う

27�なぜなら、こ
のばあいには、
愛されるものが
限定されていな
いので、愛も限
定されていず、
このものへの愛
は無限であるだ
ろうから

29�したがっ
て、このもの
の美しさは
別様のもの
であり、美を
超えた美で
ある

29�なぜな
ら、このもの
はいかなる
ものでもな
いのに、どの
ような美で
ありえようか

30�だが、こ
のものは魅
力的である
のだから、
美を産み出
すものであ
るだろう

31�だからこ
のものは、
一切の美へ
の能力とし
て精華であ
り、美を作り
出す美であ
る

31�というの
も、かのも
のは美を産
み出すばか
りでなく、そ
れをさらに

ーー自分の
ものとに美
が有り余っ
ているため
にーー

よりいっそう
美しくする
のである

35�したがっ
てかのもの
は、美のア
ルケー（源
泉）であり、
美のペラス
（極致）でも
ある

35�そして、美の源泉であ
るがゆえに、それの源泉で
あるものを美しくするのだ
が、しかし形姿をまとわせ
ることによって美しくするわ
けではなく、生じたものも無
形なのであり、ただ或る意
味でのみ形姿をまとってい
るのである

38�なぜなら、
いわゆる形姿
は、他者の内に
おいてのみまさ
にそれ（形姿）で
あって、それ自
体としては無形
であるのだから

39�それゆえ、
美にあずかって
いるものが形づ
くられているの
であって、美自
身はそうではな
い

33
1 だからまた、<美
そのもの>が語られ
るばあいにも、その
ような形姿を避けね
ばならないし、眼前
にそれを思い浮か
べようとしてもいけ
ない

2�さもないと、
君は美そのもの
から転落して、
おぼろげにあず
かっているがゆ
えに美しいと呼
ばれるものへ落
ち込んでしまう
であろう

5 他方、無形の形
相は、それが形相
である以上は美しい
し、しかも君がそれ
から、あらゆる姿形
を、たとえばロゴス
（概念）上の姿形を
さえ、剥ぎ取れば取
るほど（美しくなる）

6�すなわち、そ
れによって或る
ものが他のもの
とちがっている
とわれわれが言
うところのもの
である

7�たとえば
正義と節制
は、ともに美
しくはあるけ
れども、互い
に異なって
いる

8�さて、英
知が何か特
定のものを
直知するば
あいには、
英知は縮小
する

8�たとえ直
知される世
界にある限
りのすべて
のものを英
知が把握す
るばあいに
しても、同
様である

9�そして、それぞれを把握
するばあいには、ただ一つ
の直知される姿形を英知は
もつのだし、またすべての
ものを一緒に、いわば一つ
の多様な姿形として把握す
るばあいにもやはり英知は
欠乏の状態にあるだろう

11�というのは、
あの完全に美し
くて多様なもの
のさらにかなた
にある多様でな
いものを、英知
は観照しなげれ
ばならないのだ
から

12�魂もそれに
あこがれるのだ
が、なぜこのよ
うなものを自分
が思慕するのか
を述べることが
できない

12�しかし、
ロゴス（理
論）はこう告
げるのであ
る

13�「これこそが
真に美しいもの
であるからだ。
全く無形のもの
にこそ、最良の
ものの本性と最
も愛すべきもの
の本性が存する
以上は」と

15�だから、何
であれそれを君
が形相に還元し
て魂に示すなら
ば、魂はさらにこ
れの上にある別
のもので、それ
に形を与えたも
のを求める

16�そして、
理論はこう
語るのであ
る

16�「形をもつものと形
と形相とは、すべて測ら
れたものである。そして
このようなものは、完全
ではなく自足的でもな
く、自己自身によって美
しいのでもなくて、これ
もまた混ぜ合わされて
いるのだ」と

20�かくして、これら
は単に美しいのだ
が、他方真に美しい
もの、あるいはむし
ろヒュペルカロン
（美を超えたもの）
は、測られていない
ものでなければなら
ない

21�そしてもし
そうであれば、
そのものは形づ
くられていては
ならないし、い
かなる形相でも
あってはならな
い

22�とする
と、第一次
的に美しく
て第一の美
であるもの
は、無形で
なければな
らない

23�そしてカ
ロネー（美
性）（『饗宴』
206d）とは
かのもの、
すなわち善
という本性
なのである

24 恋する
者たちの状
態もまた、こ
のことを証
言している

24 すなわち感覚的印
象として彼の内にある
限りでは、彼はまだ恋し
ないのだが、彼自身が
彼の内部でこれに基づ
いて非感覚的印象を不
可分の魂の内へ産み出
した時に、初めて恋心
が生じる

26�そして、彼
が恋人を眺める
ことを求めるの
は、干からびつ
つあるあのもの
を潤すためにほ
かならない

28�しかし彼が
分別を得て、も
っと形のないも
のへ歩みを移さ
ねばならぬと悟
ったならば、そ
の時彼は、かの
ものを希求する
だろう

29�なぜなら、
彼が当初からい
だいていたの
は、おぼろげな
火影をきっかけ
としての、巨大
な光への愛であ
ったのだから

30�というの
は、形のな
いものの痕
跡が形なの
だから

30�とにか
く、これが形
を産み出す
のであって、
形がこれを
（産み出す
の）ではない

31�そして
産み出すの
は、素材が
これに近づ
いた時であ
る

33�素材は
しかし必然
的に（かのも
のから）最も
遠く隔たっ
ている

33�なぜな
ら素材は、
それ自身で
は、最末端
の形相さえ
も、いかなる
ものをも持
ってはいな
いのだから

35�そこで、素材そのものは愛らしくは
ないのだが、形相によって形づくられた
ものは愛らしいとすれば、そして素材に
臨んでいる形相は魂に由来し、また魂
はより多く形相であり、より愛らしく、だ
が英知は魂よりもより多く形相で、さら
により愛らしいのだとすれば、美の第一
義的本性は無形のものであると定めね
ばならない

34
1 そしてわれわれ
はもはや、このよう
な激しい思慕の情
を呼び起こすもの
が、直知される姿形
すらもすっかり超脱
しているのを、怪し
みはしないであろう

2�というのは、魂にして
も、かのものに対して強
烈な愛をいだいたばあ
いには、もっているすべ
ての形相を、たとえ魂
自身の内の直知される
形相であろうとも脱ぎ
捨てるのだから

5�なぜなら、何
か他のものをも
ち、それに関し
て活動している
人は、（かのも
のを）観ること
も、接合するこ
ともできないか
らである

6�否、魂が単独で
単独のかのものを
受け入れるために
は、悪いものにせよ
善いものにせよ、い
かなる他者をも手も
とに所持していては
ならないのである

8 しかし、魂がかの
ものに幸運にもめぐ
り会えて、かのもの
が魂のところへやっ
て来たならば、いや
むしろ、かのものは
いつでもそこにいる
のだが、それが顕
わになったならば、

9�ーーそう
なるのは次
のような時
である

10�すなわち魂が現前する
ものに背を向けて、自分を
装い整え、できる限り美しく
なり、（かのものに）似たも
のとなって、［その装いと化
粧がどのようなものである
かは、実際にそう装う人た
ちには明らかとなるだろ
う。］

そして、自
分の内にか
のものが忽
然として現
れ出るのを
魂は見るの
だ

12�というのは、（両
者の間には）何もの
も介在しないし、も
はや二つのもので
すらなくて、両者は
一つのものであるの
だから

14�なぜなら、
かのものが（魂
に）現前してい
る間は、君はも
はや区別できな
いだろうから

15�そして、この
ことの一つの模
倣が、互いの結
合を望んでやま
ない、ここでの
恋する者と恋さ
れる者である

17�その時魂
は、もはや肉体
も、つまり自分
が肉体の内にあ
るということをも
意識しないし、
自分を他の何
かであると言い
もしない

18�人間と
も、生きもの
とも、有るも
のとも、すべ
てのもので
あるとさえも

18�なぜな
ら、これらの
ものの眺め
は、何かしら
不安定なの
だから

19�そして魂は、これら
のものにかかずらう暇も
もたず、それを望みもし
ないで、ひたすらにかの
ものを探し求めて、臨
在しているかのものに
出会い、我を忘れて、
かのものを眺める

21�そして、
自分が何者
として眺め
るのかという
ことすら、顧
みる余裕を
もたない

22�実にこ
の時には、
魂はこのも
のを、あらゆ
るもののうち
の何ものと
も交換しは
しないであ
ろう

22�たとえ
人が、もし
全宇宙を魂
に委ねよう
としてもで
ある

23�それは、
このものより
さらに優れ
たものも、よ
り善いもの
も、他にあり
はしないと
いう理由か
らである

24�なぜなら、魂は
これ以上は上方へ
進むことができない
し、また他のすべて
のものは、上方にあ
るとしても、魂は下
降することによって
（それらに達するの
だから）

26�かくしてその時こ
そ、魂は自分が希求し
ていたものがこれでる
ことを正しく判断し、認
識することができ、そし
てこれよりも偉大なもの
は何もないと断定する
ことができるのである

27�というの
も、かの所
には、欺き
（判断の誤
り）は存在し
ないのだか
ら

28�さもないとい
ったいどこで魂
が真実のもの
に、これ以上に
真実な仕方で
出合うことがで
きようか

29�だから魂が語るものは
まさにかのもの（一者）であ
り、そして魂は後になってそ
れを語るのであり、黙ってい
てそれを語るのであり、幸
せな体験をしたので、うそ
ではなしに幸せな経験をし
たと告げるのである

31�そして魂がそう
語るのは、肉体をく
すぐられる（『パイド
ロス』251c）からで
はなくて、かつて幸
せであった時に、自
分がそれであったも
のと（再び）なること
によってである

32�のみな
らず、以前
には喜びを
感じていた
他のすべて
のもの

ーー支配や
力や富や美
や知識など
ーー

を軽蔑しな
がら、魂は
そう語るの
である

33�これらよ
りも優れた
ものに出会
わなかった
ならば、そう
は言わない
であろうが

35�また魂は、
かのものと一緒
の時には、何か
を自分がこうむ
りはしないかと
恐れることもな
いし、そもそも
見るということ
がない

36�そして、魂
の周囲の他のも
のたちが滅ぶと
しても、それこ
そは魂がまさに
大いに望むとこ
ろでもある

37�それは、
かのものの
もとに自分
独りでいた
いためであ
る

38�それほ
どまでに魂
は幸せな状
態に入るの
である

35
1 そしてその時
には、魂は他の
時には歓迎して
いた直知するこ
とさえ軽蔑する
気分になる

2�その理由は、直
知することはそもそ
も一種の動きである
（『ソフィスト』
248e-249a）が、
魂自身は動くことを
欲しないからである

2�なぜな
ら、魂が言う
には、自分
が見ている
かの者も動
かないのだ
から

5�とはいうもの
の、魂は英知と
なって、いわば
英知化され、英
知的な場所に
入って観想する
のである

7�しかし魂は、なる
ほどそれに入って、
それのもとに踏みと
どまりながら、直知
され得るものを直知
するのだが、ひとた
びかの神を見れ
ば、今や一切を打ち
捨てる

8�そのありさまはたとえば、だれか
が或る多様で、したがって美しい邸
宅に入って、内部で多様なものの
一つ一つを鑑賞し驚嘆するが、そ
れもその家の主人を見る以前のこ
とであって、いよいよ彼を見て、彼
が装飾品の類いのものでなくて、
真の意味での鑑賞に値するもので
あることに感嘆し、

あのものたちを打ち捨
てて、以後はこの人だ
けを眺め、ついには眺め
ながら、そして目を離さ
ないままで、しかももは
や単に連続して鑑賞す
るという仕方で視覚対
象を眺めるのでなくて、

自己自身の見る働きを見ら
れる対象と融合させて、そ
の結果、以前には見られる
対象であったものが、彼の
内部で見る働きと化し、か
くして彼は他の一切の観物
を忘れ去るようなものであ
る

17�そして
おそらくこの
比喩は、そ
の類比性を
保ち得るで
あろう

17�すなわち、もしもその邸
宅の何部の品物を眺めて
いる人の前に現れ出る者が
人間ではなくて、だれか或
る神であり、しかもこの神が
視覚に現れるのではなく
て、観る人の魂を満たすの
であるとすれば

20�だから英知は、一方で
は直知する能力をもち、こ
れによって自己の内部のも
のたちを眺めるのだが、他
方で自己のかなたのものを
一種のエピボレー（直面）と
受容によって眺める能力を
もつのである

21�この能力に
よって、英知
は、以前にもた
だ単に見ていた
のであるが、見
た結果として英
知を得て、一つ
のものとなった
のである

24�そして、
あの観想
は、素面の
英知の働き
であるが、
後のそれ
は、恋に狂う
英知である

25�つまり、
「ネクタル
（神酒）に酔
って」思慮を
失った時の
英知である

25�その時
英知は、恋
しつつ単一
化し、コロス
（飽満）によ
って幸せな
状態に入る

26�そして英知
にとっては、この
ような意味の酩
酊で酔っ払って
いるほうが、もっ
と謹厳であるよ
りもよいのであ
る

28�では、英
知は異なる
対象を交互
に別の時に
見るのだろ
うか

29�い
や、そう
ではな
い

29�というのは、この論
は、教示するために、成
立せしめるけれども、英
知自身は直知すること
も常に行なっているし、
同時にまた、直知する
のでなくて別の仕方で
かの者を眺めることをも
行なっているのである

31�なぜなら、英知
はかの者を見ること
によって諸々の生成
物を持ったのであ
り、そしてこれらが
生成し、内在するの
を英知は知覚する
わけだが、

英知がこれらを見るばあい
に<ノエイン（直知する）>と
言われるのであって、他方
英知がかの者を見るのは、
やはりそれによって直知す
ることになるはずの、その
同じ能力によってなのであ
る

34�他方、魂
は、魂の内にじ
っととどまってい
る英知をいわば
かき乱し、消失
せしめることに
よって（かの者
を見る）

35�いやむ
しろ、魂の
英知が最初
に見て、そ
れからその
観照が魂の
内にも入っ
て来る

35�そしてこ
の二つは一
つになるの
である

38�だが善者は、彼ら
の上に延び広がって、
この両者から成る複合
体の上を一面に覆って
両者に接合し二つを一
体化させ、浄福な知覚
と観照を授けながら、
彼らに君臨する

39�そして、
かの者は彼
らを場所の
内にも、また
その他

ーーそこに
おいては或
るものが他
のものの内
にあることに
なるような
ーー

いかなるも
のの内にも
存在しない
ほど、高く超
越せしめる
のである

41�なぜな
ら、かのもの
自身もどこ
かにいるの
ではないの
だから

41�そして、直
知される場所と
いえども、かの
者の内にあるの
であって、かの
者自身は他者
の内には存在し
ないのである

43�それゆ
え、魂もま
たその時に
は動かない
のである

43�かの
者も動
かない
のだか
ら

43�ま
た、魂で
すらない

43�かの者
も生きてい
るのではな
く、生きるこ
とを超えて
いるのだか
ら

43�ま
た、英知
でもない

43�かの
者も直
知しな
いのだ
から

44�というの
は、魂はか
の者に自分
を似せなけ
ればならな
いのだから

44�そして、
魂はかの者
をも直知し
ないのであ
る

45�そもそも
直知しない
のだから

36
1 さて、その他
のことはすでに
明らかである
し、このことにつ
いても何ほどか
は述べられた

1�にもかか
わらず、な
お少しばか
りここで説
明しなけれ
ばならない

2�その際わ
れわれはあ
の点から出
発するのだ
が、推論の
道をすすま
ねばならな
い

4 というのも、善の
認識というかエパペ
ー（接触）というか、
とにかくこれが最重
要のことであり、だ
から彼（プラトン）
も、これが最重要の
学びごとであると言
うのだが、

ただ彼は、かのもの
のほうを観ることを
学びことと言ってい
るのではなくて、そ
れ以前にかのもの
について何ごとかを
学ぶことをそう呼ん
でいる

8�ところで、教
えてくれるの
は、類比とアパ
イレシス（除去）
と、かの者から
生じたものたち
の認識と、幾つ
かの段階である

9�また、かのものの
もとへ到達せしめる
のは、浄化と徳と美
装（コスメーシス）
と、直知される世界
への登攀と、そこへ
の定住と、かの所の
ものの賞味である

10�そしてだれであれ、自
己が自己の、およびその他
のものたちの観照者となる
と同時に被観照者となった
人、そして自分自身が実有
と英知と完全無欠の生きも
のと化して、もはや外から
ではなしに、それを眺める
人は

13�ーーこのよ
うなものとなっ
た人は、すでに
近づいているの
であり、次の段
階がまさにかの
者なのである

14�かの
者はす
でに間
近にいる

15�英
知的世
界の全
体で照
り輝きな
がら

16�そして、
この段階で
人はすべて
の学びごと
を放り出し
て

−ーあるところま
では、教え導か
れて、美しいも
のに座を占めた
のであり、これ
の内部にいるあ
いだは人は直知
するのであるが
ーー

ほかならぬ英知自身の
いわば波のごときものに
引きさらわれて、いわば
脹れ上がるそれによっ
て高く掲げられて、どの
ようにしてかは分らない
ままに、忽焉（エクサイ
プネース）として認める
のである

20�そしてこの
観照は、目を光
で満たすのだ
が、それで他者
を見させるので
はなくて、光そ
のものが見られ
る対象なのであ
る

21�というのも、かの者において
は、或る部分が見られるもの
で、他の部分がそれの光であ
るというわけではなく、また英
知と直知されるものとでもなく
て、かの者は輝き（アウゲー）で
あり、これらを後で産み出して、
自分のもとにいることを許すの
である

22�かくして、か
の者自身は純
然たる輝きであ
って、英知を産
み出したのだ
が、産み出す際
に、その輝きを
いささかも消尽
しはしない

25�否、輝き自
身は不変であ
り、このものが
あることにおい
て、かのもの
（英知）が生じた
のである

26�なぜなら、こ
のものがこのよ
うなものでなか
ったならば、か
ものは成立しえ
なかったであろ
うから

37
1 さて、か
の者に直知
することを

ーー言
論上で
ーー

許す人達（ペリ
パトス派）にして
も、劣るもので
かの者から生じ
たものを対象と
する直知を、
（かの者に）許し
たわけではない

3�もっとも、
この点も、あ
る人びとの
言うところで
はおかしい
のだそうだ

3�かの者が
他のものを
認識しない
ということは

4�それはともかく、先の
人たち（ペリパトス派：
逍遥派）は、かの者より
も価値のあるものを他
に何も見出さなかった
ので、自己自身を直知
することをかの者に認
めたのである（アリスト
テレス『形而上学』
XII9,1074b 17-35）

5 あたかもかの者が直
知によってより高貴とな
り、直知することはかの
者自身がまさにそれで
あるところのものよりも
優れており、かのものこ
そが直知を高貴にする
のではないかのように

6�というの
も、かの者
が価値をも
つのは何に
よってであ
ろうか

7�直知によ
ってか、そ
れともかの
者自身によ
ってか

8�しかし、もし
直知によってで
あるならば、か
の者は直知以
前に完全であ
り、直知によっ
て完成されるわ
けではない

10�また、もしかの者は能
力ではなくて現実の働きで
あるから、直知していなけ
ればならないのであれば、
一方、もしかの者が常に直
知している実有であって、
その意味で現実の働きだと
彼らが主張するのであれ
ば、

それにもか
かわらず彼
らは実有と
直知という
二つのもの
だと言って
いることにな
り、

単一のもの
であることを
認めず、か
の者に或る
別のものを
付加してい
ることになる

13�それはちょ
うど、目に現実
に見ている働き
を付加するよう
なものである

13�たとえ
目がいつも
見ていると
しても

15�他方、もし彼らが、
「現実の働き」ということ
ばで、かの者自身が現
実の働きであり、直知
であることを意味してい
るのであれば、かの者
は直知であるからには
直知しないであろう

16�ちょうど
動き自身は
動きはしな
いであろうよ
うに

17�しか
しどうな
のだ

17�君たち自身
も、かの世界の
ものたちが実有
であり、かつ現
実の働きである
と言っているの
ではないか

18�しかしわれ
われは、それら
が多であり、そ
れらは異なるも
のであることを
認めているのだ

18�他方、
第一のもの
は単一であ
る

19�そしてわれわれの主張では、
他者（かの者）から生じたものが
（自己を）直知するのであり、自己
自身の実有と、自己と、自己を作っ
たものとをいわば求めるのであり、
その観照において向き直り、認識す
ることによって、初めて正当に英知
となったのである

1 なぜな
ら、これすら
も全く必要
としないの
だから

21 これに反して、生じ
たのでもなく、自分より
前のものをもってもい
ず、自分が現にそれで
あるところのもので常に
あるものーーいったいい
かなる原因が直知する
ように仕向けるというの
か

24�だから
プラトンも、
かの者は英
知のかなた
にあるとい
みじくも語っ
ているのだ

24�というの
は、英知が
直知しない
ならば無知
なるもので
あるが

ーーなぜなら、直知することを自己
の本性としてもつ者が、そのことを
行なわないならば無知者である
が、本来いかなる仕事も持たない
者に対して、いったいどのような仕
事を押しつけて、その仕事をしない
ばあいに、それを行なわないと言っ
てこの者を人は非難できるだろう
か

27�それは
まるで、か
の者を医者
の仕事をし
ないとだれ
かが言うよ
うなものだ

29�また、彼
がいかなる
仕事をも持
たないわけ
は、いかな
ることをする
理由も彼に
はないから
である

29�なぜな
ら、彼は自
分だけで足
りるのであ
り、自分以
外の何もの
をも求める
必要がない

30�彼は一
切の有るも
のを超えて
いるのだか
ら

31�なぜな
ら、彼は自
己自身に対
しても他の
ものに対し
ても十分に
足りるので
あるから

31�あるが
ままの彼自
身であるだ
けで

38
1 しかも<エ
ステイン（あ
る）>すらも
ないのだ
（『パルメニ
デス』
141e）

2�というのは、<善
い者である>ことも
また、かの者につい
てではなく、<ある>
がそれに関して述
べられるものについ
て述べられるのだ
から

3�他方、<ある>は、
或るものについて別
のものが述べられる
という意味ではなく
て、それそのものの
意味で用いられた
のである

5�また、われわれがかの者を<
ターガトン（善者）>と呼ぶの
は、かの者そのものを言表わし
ているのではなく、またかの者
に帰属するという意味で、（善を
かの者に）述語しているのでも
なくて、かの者が（存在する）と
いう事実を言表わしているので
ある

6�さらに、「かの者
は善いものである」
と言うべきでもない
とわれわれは考え
るし、また（定冠詞
の）toをそれの前に
付加すべきでもな
いと考えるのだが、

かといって、だれか
がそれ（定冠詞）を
すっかり取り除い
て、われわれがか
の者を或る部分と
別の部分とに分割
することのないよう
に用心するとすれ
ば、

われわれはもはや
（かの者を）表示す
ることができなくな
るだろうから、そこ
でわれわれはかの
者を<ターガトン（善
者）>と呼ぶわけで
ある

ターガトン（tagathon）
は、定冠詞toが
agathon（善）と融合した
形である。冠詞がないと
agatonは形容詞となる。
他方、名詞化するために
必要な冠詞を名詞と離し
ておくと、善が二つの部分
からなるように見える

8�こうすれ
ば、もはや<
ある>の必
要はなくな
るであろう

10�しかし自己
を知覚し認識し
ないような本性
を、（最高のも
のとして）だれ
が承認するだろ
うか

11�だが、
何をかの者
が認識する
のだ

11�「エゴ
ー・エイミ
（私はある）」
ということを
か

11�しかし、かの者
はありはしないのだ
（「ある」が「何かで
ある」という意味だ
とすれば、一者はい
かなるものでもあら
ぬから、「ありはしな
い」と言える）

12�しかし、
どうしてか
の者が「私
は善である」
と言わない
だろうか

13�いや、そ
れだとやは
り、かの者
は<ある>こ
とを自分に
述語するこ
とになるだ
ろう

13�むしろ、
かの者が何
かを付け加
えるとすれ
ば、単に「ア
ガトン（善）」
と言うだろう

14�なぜな
ら、人は<善
>を<ある>
なしに直知
することが
できるだろう
から

15�（善を）
他のものに
述語するば
あいは別と
して

16�しかし、
自己を善と
して直知す
るものは、
必ず「私は
善である」と
直知するだ
ろう

17�さもないと、か
の者はなるほど善
を直知するとして
も、しかし自分自身
がこれ（善）であると
いう直知が、かのも
のにはないことにな
るだろうから

19�だから
その直知
は、「私は善
である」とい
う内容のも
のでなけれ
ばならない

20�だが、もし一方、直知そ
のものが善であるのなら
ば、その直知はかの者を対
象とするのではなくて、善
を対象とするものだろうし、
そしてかの者自身は善では
なくて、直知こそがそれで
あるだろう

21�他方、もし
善を対象とする
直知が善とは別
のものであるな
らば、善はそれ
の直知より先に
すでにあるわけ
だ

23�そして、善は直知よ
り先にあって、自足的な
ものであるとすれば、自
分だけで十分満ち足り
ているので、善であるた
めには自己にかかわる
直知を全く必要としな
いであろう

25�したがって、
かの者は善であ
る限りは、自己
を直知しないの
である
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1 では、何
ものである
限りで（彼は
自己を直知
するのか）

2�いや、彼
には他の何
ものも（述語
として）臨在
していない
のだ

2�むしろ彼
には、彼自
身に対する
一種の単純
なエピボレ
ー（指向）が
あるだけだ
ろう

3�だが、いわば何
か広がりのようなも
のも、自己に対する
いかなる差異もない
のだから、自己への
この指向は、まさに
自己そのもの以外
の何でありえようか

5�だからこそ、彼
（プラトン）は正当に
も、英知と実有があ
るところに差異性を
想定している（『ソフ
ィスト』
254e-255a）ので
ある

6 なぜな
ら、英知は、
直知する以
上は、常に
差異性と同
一性をもた
ねばならな
い

6 なぜなら（そうでない
と）、英知は、自己とは異な
るものとしての直知対象へ
の関係に基づいて、自己を
直知対象から区別すること
ができないだろうし、また一
切のものを観想することも
できないだろうから

7�一切のも
のが成立す
るための差
異性が全く
存しないと
すれば、で
ある

8�なぜな
ら、二つのも
のすら存在
しえないだ
ろうから

10�さらに、彼が
もし直知すると
すれば、自己だ
けを直知するは
ずはないだろ
う、ともかく直知
する以上は

10�なぜな
ら、どうして
すべてのも
のを直知し
ないだろう
か

11�それとも
無力だから
どでもいうの
か

12�総じて、
彼が自己を
直知するな
らば、彼は
単純ではあ
りえない

12�否、もし一般に
何ものかが自己を
直知し得るとすれ
ば、自己についての
その直知は、他者
（としての自己）を
対象とするものでな
ければならない

14�だが、
われわれが
言ったよう
に、このもの
を対象とす
る直知はな
いのだ

14�たとえこ
のものが自
己を他者と
して観ようと
欲するとし
ても、である

15�他方、も
し彼自身が
直知するな
らば、彼は
多になるだ
ろう

16�直知さ
れるもの、
直知するも
の、動くも
の、その他
英知に帰属
する限りの
すべてのも
のに

17�以上に付け
加えて、すでに
他の個所で述
べられたことで
あるが、次の点
をも見ておくの
が適当であろう

18�すなわち、
直知する働きの
それぞれは、そ
れが直知であろ
うとする限りは、
多様なものでな
ければならない
が、

これに反して、単純で全体
がすっかり同一な、いわば
キーネーマ（動き）のような
ものは、もしそれがいわば
エパペー（感触）みたいなも
のであるならば、いかなる
直知的なものをも持たない
であろう

21 ではどうな
のだ。彼は他の
ものたちをも自
分自身をも知ら
ないのだろうか

21 だがそ
うすると彼
は「厳かに
突っ立って
いる」ことに
なるだろう

22�では、その他のものは彼よりも
後のものであり、彼はそれら以前
に、彼がそれであったところのもの
であったのであり、そして、その他
のものを対象とする直知は、後で
獲得されたものであり、常に同一の
働きであるのではなく、静止したも
のを対象とするのでもないのだろう
か、

しかもまた、
仮にもし彼
が静止して
いるものを
直知すると
しても、彼は
多であるだ
ろう

25�なぜなら、
後のもの（英知
など）は直知と
一緒に実有をも
つのに、彼の直
知が虚しい単な
る観想であるは
ずはないだろう
から

26�また、
（彼の）はか
らいは、彼
が存在する
だけで十分
なのである

27�彼から
一切のもの
が生じるの
だから

28�しかしあ
の自己への
指向というこ
とが、自己
を知ること
なしに、どう
して可能な
のか

28�それこ
そ、かのも
のは「厳か
に突っ立っ
ている」こと
になるだろ
う

30�いや、プラト
ンは、実有につ
いて語りなが
ら、それが直知
するだろう、厳
かに突っ立って
はいないだろう
と言ったのだ

31�その含み
は、実有は直知
するが、直知し
ないものは厳か
に鎮まっている
だろう、というこ
となのだ

32�また、
「突っ立って
いる」と言っ
たのも、これ
以外には表
現すること
ができなか
ったからだ

33�そして彼の
信じたところで
は、直知を超越
したものは、もっ
と厳かで、本当
の意味で厳か
なのである
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1 それにまた、かの
者のもとに直知があ
ってはならぬという
ことは、このようなも
のに直接触れた人
たちには、よく分っ
ているだろう

2�しかしなが
ら、以上で述べ
られたことに、さ
らに心情を動か
すようなものを
何ほどか付け加
えねばならない

3�どうにかこ
とばで表現
し得るとす
ればだが

3�つまり、必
然性に説得
力が混ぜ合
わされねば
ならないの
だ

5�さてそこで、
すべて直知は
何かからだし、
何かのであると
いうことを、人は
注意深く認識し
なければならな
い

6�そして、或るものは、それが
そこから発するところのものと
一緒にいるのだし、またそれ
は、それが直知する対象を（自
己の）ヒュポケイメノン（基体）と
してもち、自分はそれの働きで
あり、いわばそれの上にエピケ
イメノン（寄りかかるもの（属
性））となって、

可能的にあ
るそれを充
実させるの
である

10�だが、
その際この
直知自身は
何も産み出
しはしない

10�なぜな
らこれは、こ
れが属する
もののいわ
ば完成にす
ぎないのだ
から

12�しかし別の直知は、
これは実有とともにあ
り、実有を存在せしめる
ものであるが、自分が
それから生じたところの
ものの内にとどまること
はできないであろう

13�なぜなら、
かの者の内にと
どまる限りは、
何かを産み出し
はしなかっただ
ろうから

14�むしろ、
この種の直
知は産み出
す能力であ
るので、独
立に産み出
したのであ
る

15�そして、そ
れの働きが実
有なのであり、
それ自身は実
有の内にあって
これと共存する
のである

16 そして、この直
知とこの実有とは異
なるものではない
が、しかしまた、こ
の本性が自己自身
を直知する限りにお
いては、直知するも
のと直知されるもの
とは

ーーすでに
たびたび説
明されたよ
うにーー

多であるの
で、単にロ
ゴス（定義）
上でのみ異
なるにすぎ
ない

19�そして、
これが第一
の働きであ
って、実有
の内に存在
を産み出す
のである

19�そして、
この働きは
他者の模像
であるが、こ
の他者は実
有となった
ほどに、まこ
とに強大な
何かである

21�そして、仮にもしこ
の直知がかの者の（働
き）であって、かの者か
らではないとすれば、そ
れはまたかの者のもの
以外のものではありえ
ず、独立の存在ではあ
りえなかったことであろ
う

24�さて、このも
のは第一の働き
であり、第一の
直知であるか
ら、これの前に
は、いかなる働
きも直知も存在
しないであろう

25�さてそこで、もしだ
れかが、この実有と直
知から（上方へ）歩みを
移すならば、彼はもは
や実有にも直知にも行
き着かないで、実有と
直知のかなたの、驚嘆
すべき何ものかに至る
であろう

27�そしてこのもの
は、それ自身の内
には実有をも直知
をも有せず、それ自
身だけで孤立して
いて、それ自身から
生じたいかなるもの
をも必要としない

30�というのも、
かの者は、まず
自分が働くこと
によって、働き
を産み出したの
ではない

31�なぜなら、
そうであれば働
きは生じる以前
にすでに存在し
たことになるだ
ろうから

31�また、自
分が直知す
ることによっ
て直知を産
み出したの
でもない

32�なぜな
ら、そうであ
れば直知が
生じる以前
に、すでに
かの者が直
知したことに
なるだろう
から

33�総じて、直
知は一方もしそ
れが善者の直
知であるなら
ば、その直知は
これ（善者）より
劣るものである

34�したがっ
て、直知は
善者のもの
ではありえ
ないであろ
う

34�「善者の
ではない」と
私が言うの
は、善者を
直知するこ
とはできな
いという意
味ではなく
て

ーーこのこと
は可能だと
しておこうー
ー

善者そのも
のの内には
直知はあり
得ないとい
う意味であ
る

36�さもないと、善
者とそれよりも卑小
なものとが、つまり
それを対象とする
直知が、一つのもの
として一緒にあるこ
とになるだろうから

37�だが、も
し劣るので
あれば、直
知は実有と
一緒に存在
するだろう

37�また、も
し直知のほ
うが優れて
いるのであ
れば、直知
対象（善者）
が劣ってい
ることになろ
う

39�それゆ
れ善者の内
には直知は
存在しない

39�むしろ直知
は、劣っている
ので、この善者
によって価値を
付与されて、こ
れ（善者）とは別
の所に存在する
のであろう

40�かくして直知
は、かの者を他のも
のから遠ざけるよう
に、またそれ（直知）
自身からも遠ざけ
て、かの者を清らか
なままにしておっく
わけである

42�そして、か
の者は直知に
触れないで清ら
かであるので、
純粋に、それが
それであるとこ
ろのものである

44�しかしもしだれ
かが、このもの（善
者）もまた直知する
ものであり、同時に
また直知されるもの
でもあり、さらに実
有でもあり、実有と
一緒にいる直知で
もあるとして、

43�直知が
付きまとっ
て、純粋で
あり一であ
ることを妨
げられる、と
いうことがな
いので

このものは
別のもの
を、それもこ
のものようり
前のものを
必要とする
だろう

このような
仕方でこの
ものを自己
直知者とし
ようと欲する
ならば、

47�というのも、働き
と直知は、あるいは
基体である他者の
完成であるか、ある
いは一緒に存在す
るものであるか、ど
ちらかなのだから、

（直知）それ自身も
それの前に何か別
の本性をもってい
て、この本性によっ
て直知することが当
然の結果として起き
るのであろう

49�なぜなら直
知が、それが直
知するであろう
対象をもつの
は、それの前に
別のものが存在
するからである

50�そして、直
知がそれ自身
を直知するばあ
いでも、直知は
他者を観照する
ことによって自
己の内に得たも
のをいわば学び
取るわけである

53 しかし、それの前に
は他の何も存在せず、
また他者から生じた何
らかのものがそれと一
緒に存在しているので
もない、そういうもの
が、いったい何を直知
するだろうか

54�あるい
は、いかにし
て自己を直
知するだろ
うか

54�というの
も、このもの
が何を探求
し、あるいは
何を希求し
ただろうか

55�自分の力が
どれだけかを、
まるでその力
が、このものが
直知した限りに
おいて、このも
のの外部にある
かのように

56�私の言う意
味は、このもの
が学び知った自
己の力と、それ
によってこれを
学び知った力と
が別個のもので
あるかのように
ということである

57�他方、も
し一つであ
るならば、こ
のものが何
を探求する
だろうか
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1 というのも、おそらく
直知は、比較的神的で
はあるが劣っている本
性たちに対して、援助と
して、つまりいわば盲目
であるそれらの本性に
対して目のようなものと
して授けられたのであ
ろう

2�だが、目その
ものはそれ自身
が光であるのだ
から、どうして有
るものを見る必
要があろうか

4�それを必要と
するものは、自
分のもとに暗闇
をかかえている
ので、目によっ
て光を求めるの
である

6�だから直知は光であ
り、光は光を求めないと
すれば、あのアウゲー
（輝き）（善者）は、光を
求めないのだから直知
を求めないであろうし、
また自己に直知を付け
足そうともしないであろ
う

7�なぜな
ら、いったい
何をしようと
いうのか

8�実際、英知自
身にしても直知
するための何を
欠いているの
で、（自分にそ
れを）付け足そ
うとするだろう
か

10�だから、
（善者は）自
己を知覚し
ないのであ
る

10�なぜな
ら、それを
必要としな
いのだから

10�また、二
つのもの、
いやむしろさ
らに多くのも
のではない
のだから

11�つまり
（善者が直
知するとす
れば）自己
自身と直知
と

−ーなぜな
ら彼自身が
すなわち直
知であるこ
とはできな
いだろうから
ーー

さらに第三
に直知され
るものとが
なければな
らないわけ
だが

12�しかし、もし英知と
直知と直知対象とが全
く同一のものであるなら
ば、これらはすっかり一
つのものとなり、自分た
ち（の差異）を自分たち
の間で消滅させるだろ
う

13�けれども
他性（差異
性）によって
区別される
ならば、これ
らは再びか
の者ではな
くなるだろう

15�だから最良
の本性のばあ
い、この本性は
どのような援助
をも必要としな
いのだから、他
の一切のものを
完全に捨て去ら
ねばならない

16�なぜなら、
君が何を付け
足しても、その
付け足しによっ
て、君は何もの
をも必要としな
い本性を弱小化
したことになる
からだ

18�というの
も、なるほど
われわれに
とっては直
知はすばら
しいもので
ある

18�魂には
英知をもつ
ことが必要
なのだから

19�ま
た、英知
にとって
も

19�英知である
ことと直知する
ことは同一なの
だから（パルメ
ニデス『断片』
B3）、そして直
知が英知を作り
出したのだから

20�だから、この
もの（英知）は直
知と一緒にい
て、自己意識を
常に携えていな
ければならない
のである

21�なぜなら、こ
れ（英知）がこれ
（直知）なので
あり、二つのも
のは一つだから
である

22�仮にもし英
知が全く一つの
ものであったな
らば、それ自身
だけで十分で、
（直知を）携える
ことを必要とし
なかったことで
あろうが

23�というのも、
あの「汝自身を
知れ」にしても、
次のような者た
ちに対して言わ
れているのであ
る

24�すなわち、
この者たちは、
多であるため
に、自分を数え
あげて学習しな
ければならない
のである

25�彼らは（自分の内
に）どのようなものが、
どれだけあるかを全部
は知らないし、あるいは
一つも知らないし、何が
支配しているかも、自
己は何に存するかも知
らないのである

26�しかしもしかの
者そのものが何か
であるとすれば、そ
れは自己認識や自
己直知や自己知覚
よりも、もっと大きい
ものである

27�なぜな
ら、彼は自
己自身にと
っても何も
のでもない
のだから

27�彼は何
ものをも自
己の内に引
き入れず、
自分だけで
満ち足りて
いるのだか
ら

29�したがっ
て、彼は自
己に対して
は善ですら
なく、他のも
のたちにとっ
て（善なの
である）

29�なぜな
ら、他のもの
はかの者を
必要とする
が、かの者
自身は自己
を必要とし
ないのだか
ら

30�なぜな
ら（そうでな
いと）滑稽で
あるだろう

31かの者
は自己を欠
いていること
になるだろ
うから

31�だから
また実に、
かの者は自
己を眺めも
しないので
ある

32�なぜな
ら、眺めるこ
とから、かの
者に何かが
生じ、そな
わっている
のでなけれ
ばならない
から

34�というの
も、これらす
べてのもの
を、かの者
は、自分の
後のものた
ちに譲り渡
したのであ
る

35�そして
おそらくは、
他のものた
ちのもとに
あるいかな
るものも、か
の者のもと
にはないで
あろう

35�たとえ
ば実有にし
ても（かの
者のもとに
は）ないよう
に

36�した
がって
直知も
ないわ
けだ

36�もしも果たして
ここ（直知）にこそ実
有があり、両者、つ
まり第一の本来の
意味での直知と、<
有る>とが一緒にあ
るのだとすれば

37�それゆ
え、かの者
にはロゴス
（説明）も感
覚も知識も
ないのだ

38�何もの
をも、かの
者のもとに
あるものとし
て述語する
ことはでき
ないのだか
ら
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1 しかし、もし君が
このようなもの（議
論）の中で途方に暮
れて、これらをどこ
に置けばよいのかを
探しも止めるのであ
れば

−ーというの
も君は推論
によってそ
れらへ導か
れるのだが
ーー

君が尊貴なもの
と信じるこれら
のものを、第二
位のものたちの
内に置き去りに
し給え

君が尊貴なもの
と信じるこれら
のものを、第二
位のものたちの
内に置き去りに
し給え

4�そして、第二
位のものたちを
第一位のものに
付加すること
も、第三位のも
のたちを第二位
のもとたちに付
加することも避
け給え

6�そして、第二
位のものたちを
第一位のものの
まわりに、また
第三位のものた
ちを第二位のも
ののまわりに置
き給え

7�このようにすれ
ば、君はそれぞれ
のものを、それらが
実際にあるがままに
委せることになるだ
ろうし、後のものた
ちを上位のものたち
に依存させることに
もなるだろう

7�後のものたち
は、自力で存在
する上位のもの
たちのまわりを
めぐっているわ
けである

9�だから正
当に、そし
てこのよう
な意味にお
いて、こう言
われている
のである

10�「すべての
ものの王をめぐ
って、すべての
ものがある。そ
してかの者のた
めにすべてのも
のがある（『第二
書簡）312e」と

11 ここで彼（プラトン）は、
「すべてのもの」によって諸
有を意味し、また「かの者
のために」と彼が言ったわ
けは、かの者がすべてのも
のにとって<有る>ことの原
因でもあり、すべてのもの
はかの者をいわば欲求する
から、

しかしかの者は
すべてのものと
異なっていて、
それらのもとに
あるものを何一
つもたないから
である

13�さもない
と、それらは
もはやすべ
てのもので
はないこと
になるだろ
う

14�かの者より
も後のものたち
のうちの何か
が、かの者のも
とにあるとする
ならば

15�ところで、英
知もまたすべて
のもののうちの
（何か）であると
すれば、英知も
かの者にはない
わけである

17�また彼（プラトン）
は、「すべての美しいも
のの原因」と呼ぶことに
よって、明らかに美を諸
形相の内に置き、かの
者をばこの美の全体を
超えた所に置いている

18�とすると彼は、これ
ら（イデア）を第二位の
ものとして立てて、これ
らの後で生じたものた
ち（魂）を第三位のもの
として、それらがこれら
（イデア）に依存すると
言っているわけである

20�そして第三位のも
のたちのまわりにあるの
は、無論第三位のもの
たちから生じたものた
ち、つまりこの世界だと
彼は規定して、これを
魂に（依存すると言って
いるのである）

22�かくして魂は英知に
依存し、英知は善者に
依存しており、このよう
にして、すべてのものが
中間のものを介してか
の者に依存しているの
である

23�或るものたちは（か
の者の）近辺にいて、別
のものたちはこの近辺
のものたちに隣り合って
おり、そして感覚され得
るものたちは最も遠く隔
たっていて、魂に依存し
ながら


